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裏
金
作
り
に
伴
う
、
政
治
資
金
規

正
法
不
記
載
・
虚
偽
記
載
。
国
会

議
員
の
使
命
は
裏
金
作
り
で
な
く

国
民
の
心
身
と
も
の
健
康
を
向
上

さ
せ
、
幸
福
を
感
じ
さ
せ
る
国
造

り
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
与
党
幹
部

は
反
省
の
か
け
ら
も
な
い
▼
政
治

資
金
を
め
ぐ
っ
て
過
去
に
は
ロ
ッ

キ
ー
ド
事
件
・
リ
ク
ル
ー
ト
事
件

が
有
名
だ
。
忘
れ
て
な
ら
な
い
の

は
規
正
法
で
「
合
法
」
と
さ
れ
て

い
る
企
業
・
団
体
献
金
で
あ
る
。

パ
ー
券
だ
け
で
な
く
、
大
企
業
か

ら
の
桁
違
い
の
資
金
提
供
は
政
財

の
貸
し
借
り
関
係
を
生
み
、
こ
の

貸
し
借
り
は
大
企
業
の
論
理
を
政

治
で
優
先
さ
せ
、
半
面
国
民
の
権

利
で
あ
る
社
会
保
障
を
30
年
以
上

萎
縮
さ
せ
続
け
た
▼
他
に
も
大
企

業
優
先
の
い
び
つ
な
政
策
・
施
策

は
後
を
絶
た
な
い
。
あ
れ
だ
け
の

事
故
後
の
原
発
の
再
稼
働
、
道
理

の
通
ら
な
い
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
推
進

と
保
険
証
廃
止
、
コ
ロ
ナ
禍
を
押

し
き
り
使
途
不
明
金
だ
ら
け
の
東

京
五
輪
等
々
。
こ
れ
は
メ
デ
ィ
ア

・
司
法
に
も
及
ん
で
な
い
か
懸
念

す
る
▼
政
治
資
金
規
正
法
は
従
前

よ
り
、
ざ
る
法
と
揶
揄
さ
れ
て
き

た
。
規
正
と
は
「
公
正
な
規
律
に

照
ら
し
不
都
合
な
所
を
直
す
事
」

と
あ
る
。
な
ら
ば
約
30
年
前
、
税

金
を
政
治
資
金
と
す
る
こ
と
を
前

提
に
廃
止
予
定
で
あ
っ
た
企
業
献

金
を
今
こ
そ
廃
止
す
べ
き
だ
。
社

会
保
障
に
予
算
を
回
し
、
国
民
フ

ァ
ー
ス
ト
で
日
本
の
経
済
力
も
ア

ッ
プ
す
る
。
今
が
規
正
法
改
善
に

よ
り
、
社
会
福
祉
・
民
主
主
義
国

家
を
実
現
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
我
々
が
議
員
を

見
る
目
を
養
っ
た
上
で
、
選
挙
に

投
票
に
行
こ
う
。
政
策
・
施
策
は

政
治
家
が
行
う
か
ら
だ
。 

（
蓮
）

　

現
職
の
与
党
国
会

議
員
が
逮
捕
さ
れ

た
。
容
疑
は
パ
ー
テ

ィ
ー
券
売
り
上
げ
キ

ッ
ク
バ
ッ
ク
に
よ
る
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本
年
１
月
１
日
能
登
半
島
地
震

が
発
生
し
、
２
３
０
人
以
上
が
亡

く
な
ら
れ
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方

の
ご
冥
福
を
祈
り
、
被
災
さ
れ
た

方
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
。

　

保
団
連
は
緊
急
要
望
書
を
発
出

し
、
救
援
募
金
（
下
記
）
へ
の
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
ぜ
ひ
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
29
年

　

本
体
＋
０
・
88
％
の
う
ち
、
医

療
関
係
職
種
の
賃
上
げ
原
資
と
し

て
０
・
61
％
が
充
て
ら
れ
る
。
中

医
協
に
お
け
る
現
在
の
議
論
で

は
、
医
科
・
歯
科
診
療
所
に
つ
い

て
「
賃
上
げ
に
必
要
な
金
額
を
初

再
診
料
等
の
算
定
回
数
×
10
円
で

除
し
、
個
々
の
診
療
所
で
必
要
と

な
る
点
数
の
中
央
値
を
賃
上
げ
必

要
点
数
と
し
て
設
定
す
る
」
と
さ

れ
て
い
る
。
基
本
診
療
料
の
引
き

上
げ
を
行
う
と
い
う
点
は
評
価
で

き
る
も
の
の
、
当
然
な
が
ら
半
数

が
、
厚
労
省
が
目
標
に
掲
げ
る
２

・
５
％
の
賃
上
げ
に
は
届
か
な
い

（
図
）。

　

賃
上
げ
率
が
０
・
５
％
未
満
と

な
る
医
療
機
関
の
多
く
が
透
析
を

行
う
腎
臓
内
科
や
泌
尿
器
科
で
あ

る
。
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
し

て
い
る
一
方
、
初
再
診
料
の
算
定

回
数
が
多
く
な
い
た
め
で
あ
る
。

　

ま
た
、
40
歳
未
満
の
勤
務
医
師

ら
の
賃
上
げ
に
は
別
途
０
・
28
％

の
財
源
が
確
保
さ
れ
た
。
中
医
協

の
議
論
で
は
、
た
び
た
び
看
護
職

員
処
遇
改
善
評
価
料
へ
の
言
及
が

み
ら
れ
、
同
様
の
手
法
が
導
入
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
、
現

行
の
看
護
職
員
処
遇
改
善
評
価
料

に
つ
い
て
は
、
施
設
基
準
は
満
た

す
が
、
評
価
料
を
届
け
出
て
い
な

い
病
院
が
一
定
数
あ
る
。
背
景
に

は
、
一
部
の
職
種
だ
け
賃
上
げ
を

行
う
こ
と
に
従
業
員
の
理
解
が
得

ら
れ
な
い
と
い
う
医
療
機
関
の
判

断
が
あ
る
。

　

結
局
、
医
療
機
関
の
標
榜
、
職

種
、
年
齢
な
ど
の
区
別
が
あ
る
以

上
、
制
度
は
複
雑
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
し
、
現
場
の
不
公
平
感
は

払
し
ょ
く
で
き
な
い
。
そ
し
て
、

そ
の
解
消
の
た
め
に
医
療
機
関
は

自
己
資
金
を
持
ち
出
さ
ざ
る
を
得

な
い
。
医
療
機
関
の
利
益
は
地
域

医
療
の
質
の
向
上
の
原
資
で
あ

る
。
す
べ
て
の
医
療
機
関
の
す
べ

て
の
職
種
で
他
の
産
業
以
上
の
賃

上
げ
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
大
幅

に
基
本
診
療
料
を
引
き
上
げ
、
適

正
な
利
益
を
確
保
で
き
る
資
金
が

必
要
で
あ
る
。

特
定
疾
患
療
養
管
理
料

の
制
限
を
検
討

　

一
方
、「
効
率
化
・
適
正
化
」

と
し
て
▲
０
・
25
％
が
示
さ
れ

た
。
中
医
協
で
は
、
外
来
管
理
加

算
の
廃
止
や
特
定
疾
患
療
養
管
理

料
の
算
定
要
件
厳
格
化
が
議
論
さ

れ
て
い
る
。
厚
労
省
は
、
脂
質
異

常
症
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
に
つ
い

て
、
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
で
は

な
く
、
生
活
習
慣
病
管
理
料
を
算

定
さ
せ
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
生
活
習
慣
病
管
理
料

は
、「
療
養
計
画
書
を
作
成
し
、

患
者
に
…
署
名
を
受
け
る
」
必
要

が
あ
り
、
医
療
機
関
の
負
担
が
増

え
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
こ
う

し
た
改
定
が
強
行
さ
れ
れ
ば
、
事

実
上
の
基
本
診
療
料
引
き
下
げ
と

な
り
、
到
底
容
認
し
え
な
い
。

患
者
負
担
増
も

盛
り
込
ま
れ
る

　

ま
た
、
長
期
収
載
品
の
患
者
負

担
引
き
上
げ
が
今
年
10
月
か
ら
実

施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
金
銭

的
負
担
か
ら
、
医
師
・
患
者
が
最

適
な
薬
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
患
者
の
健
康
へ
悪
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
も

そ
も
露
骨
に
経
済
力
に
よ
っ
て
受

け
ら
れ
る
医
療
に
差
を
持
ち
込
む

こ
の
制
度
改
悪
は
国
民
皆
保
険
の

が
経
過
し
た
。
災
害
関
連
死
を
あ

わ
せ
る
と
６
４
３
４
人
が
命
を
亡

く
し
た
。
住
宅
被
害
63
万
９
６
８

６
棟
（
う
ち
全
壊
10
万
４
９
０
６

棟
）、
道
路
や
橋
、
港
湾
設
備
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
破
壊
さ
れ
、
同

時
多
発
出
火
に
よ
り
７
０
３
６
棟

が
全
焼
し
、
医
療
機
関
と
従
業
員

の
被
災
に
よ
る
医
療
提
供
体
制
の

崩
壊
、
避
難
所
の
不
足
、
劣
悪
な

環
境
に
伴
う
１
０
０
０
人
近
く
の

災
害
関
連
死
も
生
じ
た
。

　

そ
の
教
訓
と
し
て
、「
耐
震
基

準
の
見
直
し
と
耐
震
改
修
促
進
」

「
イ
ン
フ
ラ
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

耐
震
化
促
進
」「
初
期
消
火
の
強

化
」「
消
防
や
医
療
体
制
な
ど
の

見
直
し
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
設
置
、
ト
リ

ア
ー
ジ
普
及
）」「
都
道
府
県
を
越

え
た
支
援
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

重
要
性
の
認
識
」「
仮
設
住
宅
の

重
要
性
と
課
題
」、
そ
し
て
「
被

災
者
生
活
再
建
支
援
法
」
に
代
表

さ
れ
る
生
活
再
建
支
援
制
度
の
拡

充
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。

　

兵
庫
協
会
は
震
災
直
後
か
ら
現

在
ま
で
、
被
災
者
の
「
生
活
復

興
」
を
求
め
て
、
多
岐
に
わ
た
る

活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

一
方
、
能
登
半
島
地
震
で
は
、

住
宅
被
害
は
２
万
８
９
３
６
棟
、

最
大
２
万
人
以
上
が
避
難
所
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
い
ま
だ
多
数

が
孤
立
状
態
で
あ
り
、
い
ず
れ
も

命
と
健
康
の
危
険
に
晒
さ
れ
て
い

る
。
半
島
と
い
う
地
理
的
事
情
が

あ
る
と
は
い
え
、
過
去
の
大
震
災

と
比
較
す
る
と
、
政
府
対
応
の
遅

れ
も
指
摘
さ
れ
、
過
去
の
教
訓
が

十
二
分
に
生
か
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

現
在
は
、
避
難
所
の
生
活
環
境

整
備
（
Ｔ
Ｋ
Ｂ
＋
Ｗ
）、
感
染
症

対
応
、
慢
性
疾
患
の
管
理
、
心
の

ケ
ア
が
重
要
で
あ
り
、
ア
ク
セ
ス

復
旧
と
と
も
に
、
仮
設
住
宅
へ
の

ス
ム
ー
ズ
な
転
居
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
喪
失
に
心
を
配
り
な
が
ら
、
生

活
再
建
へ
の
道
筋
を
示
し
、
喪
失

感
に
覆
わ
れ
る
現
地
に
対
し
、
少

し
で
も
早
く
安
心
と
希
望
を
与
え

る
施
策
が
必
要
で
あ
る
。
暮
ら
し

と
人
間
の
復
旧
は
す
で
に
始
ま
っ

て
い
る
。

　

地
震
大
国
日
本
で
は
、
地
震
そ

の
も
の
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
特
に
地
方
に
お
い
て
進
む

イ
ン
フ
ラ
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
老

朽
化
、
少
子
高
齢
化
の
な
か
、
過

去
の
教
訓
を
活
か
し
、
防
災
・
減

災
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
が

重
要
で
あ
る
。

　

現
地
に
赴
け
な
い
会
員
に
も
、

被
災
地
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は

数
多
く
あ
る
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
や

課
題
の
蓄
積
、
解
決
の
た
め
の
手

立
て
は
協
会
の
財
産
で
あ
り
、
今

回
の
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
も

一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
い
。

　

震
災
は
、
日
々
穏
や
か
に
暮
ら

す
人
々
を
、
何
の
前
触
れ
も
な

く
、
容
赦
な
く
絶
望
へ
と
引
き
ず

り
込
む
。
防
災
・
減
災
は
自
身
を

含
め
た
未
来
の
命
を
救
う
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
家
族
や
親
戚
、
友

人
、
知
人
に
新
た
な
悲
し
み
を
与

え
な
い
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
。

寄せられた相談事例をもとに
厚生局（手前）に要望　　　

図　半数の医科診療所は2.5％の賃上げができない

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

「
生
活
復
興
」の
施
策
が
何
よ
り
も
必
要

阪
神
・
淡
路
大
震
災
29
年
・
能
登
半
島
地
震
発
生

診
療
報
酬
改
定
率　

ネ
ッ
ト
で
マ
イ
ナ
ス

医
療
の
質
の
維
持
・
向
上
に
背
を
向
け
る
な

医
療
の
質
の
維
持
・
向
上
に
背
を
向
け
る
な

―
―
能
登
半
島
地
震
へ
の
募
金
に
ご
協
力
を

談 話

※ 集まった募金は主に被災会員のお見舞いに充てます。寄付金等の控除対
象となりませんが、「募金特別会費」として必要経費にできます。
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近畿厚生局と懇談

指導・監査の指導・監査の
　改善求める　改善求める

　近畿厚生局管内の保険医協会は昨年12月21日、同局医療課
と指導・監査等の改善について懇談を行った。兵庫協会から
近重民雄副理事長が参加した。
　兵庫協会に相談が寄せられていた新規個別指導での事例に
関し、医療機関側が指導日を変更できる「正当な理由」に、
行政に委託された健診の出務日が該当すること、指導時の録
音に事前通告は不要であることを近畿厚生局と確認した。
 （３面に詳細）

　

厚
生
労
働
省
は
昨
年
12
月
20
日
、
２
０
２
４
年
度
の
診
療
報
酬
改

定
率
を
発
表
し
た
。
本
体
を
＋
０
・
88
％
と
し
、
薬
価
▲
０
・
97

％
、
材
料
価
格
▲
０
・
02
％
を
合
わ
せ
ネ
ッ
ト
で
の
改
定
率
は
▲
０

・
12
％
と
し
た
。
使
途
が
決
ま
っ
て
い
る
部
分
が
多
く
、
用
途
が
未

限
定
の
本
体
財
源
は
わ
ず
か
＋
０
・
18
％
。
こ
れ
ま
で
の
低
医
療
費

政
策
を
省
み
ず
、
感
染
症
対
策
経
費
、
物
価
高
騰
に
よ
る
経
費
増
が

続
く
中
、
安
全
、
安
心
で
質
の
高
い
最
新
の
医
療
と
そ
の
提
供
体
制

の
維
持
・
向
上
に
背
を
向
け
た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
協
会

は
１
月
13
日
、
こ
れ
に
抗
議
し
大
幅
プ
ラ
ス
の
期
中
改
定
を
求
め
る

声
明
を
発
表
し
、
関
係
機
関
に
送
付
し
た
（
５
面
に
声
明
全
文
）。

根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
。

　

さ
ら
に
、
す
で
に
採
算
割
れ
し

て
い
る
入
院
時
の
食
事
基
準
額
の

引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
患
者
負
担

増
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
も
盛
り

○シミュレーション結果による賃上げ必要点数（ここでは中央値）を初再診料等
　に上乗せした場合に、医科診療所（無床）における賃金増率の分布と分析につ
　いては以下のとおり。
【賃金増率の分布：1,051施設】
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（中医協資料より作成）

込
ま
れ
た
。
入
院
時
の
食
事
提
供

は
医
療
の
一
環
で
あ
り
、
患
者
負

担
を
増
や
さ
ず
、
保
険
給
付
分
を

引
き
上
げ
て
手
当
て
す
べ
き
で
あ

る
。　

ゆうちょ口座間ゆうちょ口座間

他銀行から他銀行から
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昨
年
末
か
ら
岸

田
政
権
が
大
き
く

揺
れ
て
い
る
。
支

持
率
は
過
去
最
低

を
更
新
し
続
け
て

い
る
。
大
き
な
要
因
は
自
民
党

の
派
閥
の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ

ー
を
め
ぐ
る
裏
金
問
題
だ
。

　

東
京
地
検
特
捜
部
の
捜
査

が
、
安
倍
派
・
二
階
派
の
両
派

閥
の
関
係
議
員
に
入
り
、
現
職

議
員
も
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。
両

派
閥
か
ら
は
多
数
の
閣
僚
を
出

し
て
い
た
が
、
多
く
は
辞
任
し

た
。
松
野
官
房
長
官
を
は
じ

め
、
ど
の
議
員
も
ま
と
も
な
説

明
を
拒
み
続
け
た
ま
ま
で
あ

る
。
閣
僚
を
変
え
て
も
、
こ
の

よ
う
な
政
権
が
ま
っ
と
う
な
国

政
を
担
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

今
回
の
捜
査
は
、
政
治
資
金

規
正
法
違
反
（
不
記
載
・
虚
偽

記
載
）
の
疑
い
が
理
由
で
あ

る
。
同
様
の
事
件
で
は
こ
れ
ま

で
多
く
が
ト
カ
ゲ
の
し
っ
ぽ
切

り
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

で
終
わ
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。

　

今
回
の
問
題
で
明
ら
か
に
な

っ
た
の
は
、
政
治
が
莫
大
な
献

金
を
行
う
者
の
方
だ
け
を
向
い

て
い
て
、
国
民
の
方
を
向
い
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
岸
田

首
相
が
、
政
治
資
金
規
正
法
の

改
正
を
示
唆
し
た
の
は
当
然
で

あ
る
が
、
問
題
は
そ
の
改
正
内

容
で
あ
る
。
パ
ー
テ
ィ
ー
券
の

記
載
方
法
改
善
な
ど
の
小
手
先

で
は
到
底
許
さ
れ
な
い
。

　

焦
点
は
、
企
業
・
団
体
に
よ

る
政
党
へ
の
献
金
を
認
め
る
か

ど
う
か
で
あ
る
。
経
団
連
の
十

倉
雅
和
会
長
は
昨
年
末
、
同
団

体
が
毎
年
24
億
円
行
っ
て
い
る

自
民
党
へ
の
献
金
に
つ
い
て

「
社
会
貢
献
」「
何
が
問
題
な

の
か
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

し
か
し
、
90
年
代
初
め
の
リ

ク
ル
ー
ト
事
件
で
未
公
開
株
譲

渡
に
よ
る
贈
収
賄
が
大
問
題
と

な
り
、
経
団
連
は
93
年
、「
政

治
資
金
は
、
公
的
助
成
と
個
人

献
金
で
賄
う
こ
と
が
最
も
望
ま

し
い
」
と
の
見
解
を
表
明
し
、

企
業
献
金
の
斡
旋
を
禁
止
し
た

は
ず
だ
。
そ
し
て
、
企
業
・
団

体
献
金
の
廃
止
を
前
提
と
し

て
、
税
金
を
原
資
と
す
る
「
政

党
交
付
金
」
が
導
入
さ
れ
た
。

２
０
２
４
年
に
は
９
つ
の
政
党

に
総
額
３
１
５
億
円
余
り
が
交

付
さ
れ
、
自
民
党
は
約
１
６
０

億
円
を
う
け
と
っ
て
い
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
企
業
・
団
体

献
金
の
禁
止
は
今
日
ま
で
う
や

む
や
に
な
り
、
経
団
連
は
献
金

を
再
開
し
て
い
る
。

　

昨
年
、
日
弁
連
が
開
い
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
基
調
報
告
書
の

「
社
会
保
障
は
大
企
業
中
心
の

経
済
成
長
の
障
害
と
な
る
と
さ

れ
、
社
会
保
障
の
削
減
・
同
抑

制
策
が
強
化
さ
れ
た
。（
略
）

医
療
費
抑
制
策
も
強
化
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
の
中
で

多
く
の
い
の
ち
が
失
わ
れ
、
ま

た
多
く
の
人
が
生
活
困
窮
に
陥

っ
た
」
と
の
指
摘
の
よ
う
に
、

多
数
の
献
金
を
行
う
大
企
業
の

望
む
よ
う
に
、
大
企
業
の
税
負

担
は
減
ら
さ
れ
、
社
会
保
障
費

は
削
減
さ
れ
続
け
て
い
る
。

　

企
業
・
団
体
献
金
禁
止
の
実

現
の
た
め
、
与
野
党
問
わ
ず
真

摯
な
取
り
組
み
を
求
め
た
い
。

特
に
野
党
に
は
期
待
す
る
。
一

時
期
20
歳
前
後
で
増
え
た
自
民

党
支
持
率
だ
が
、
今
回
の
件
で

減
少
し
て
い
る
と
い
う
。
し
か

し
、
そ
れ
が
政
治
改
善
で
は
な

く
、
政
治
不
信
・
無
関
心
へ
進

ん
で
し
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

国
民
の
た
め
の
政
治
の
実
現

に
わ
れ
わ
れ
も
い
ま
一
度
声
を

大
に
し
よ
う
。

政
治
資
金
規
正
法
を
考
え
る

11
月
の
オ
ー
ル
近
畿
ア
ク
シ
ョ

ン
２
０
２
３
で
、
参
加
者
全
員
が

『
保
険
証
を
残
せ
！
』
と
唱
和
し

て
、
皆
が
街
頭
に
出
て
国
民
に
向

け
て
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
マ
イ
ナ

保
険
証
に
不
安
、
疑
問
を
抱
い
て

い
る
方
が
多
い
と
思
う
の
に
な
ぜ

か
声
を
あ
げ
な
い
国
民
に
も
ど
か

し
い
気
持
ち
で
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
や
っ
と
私
の
地
元
の
方
々
に

届
き
ま
し
た
。
今
回
、
川
西
市
議

会
で
『
保
険
証
を
残
せ
！
』
の
政

府
へ
の
意
見
書
が
採
択
さ
れ
た
の

で
す
。

　

今
回
の
採
択
に
は
私
の
友
人
た

ち
が
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。
彼

ら
は
い
わ
ゆ
る
保
守
系
の
会
派
で

　

北
阪
神
支
部
の
請
願
を
受
け
、
12
月
22
日
、
川
西
市
議
会
が
県
内

で
初
め
て
、「
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る
」
意
見
書
を
国
へ
提

出
し
た
（
前
号
既
報
）。
本
請
願
の
採
択
に
あ
た
っ
て
、
各
会
派
に

健
康
保
険
証
廃
止
の
問
題
点
を
解
説
し
、
委
員
会
で
陳
述
す
る
な

ど
、
尽
力
さ
れ
た
同
支
部
の
島
津
俊
二
幹
事
か
ら
の
報
告
を
紹
介
す

る
。

し
て
、
大
串
デ
ジ
タ
ル
副
大
臣
の

地
元
で
も
あ
っ
た
に
関
わ
ら
ず
、

協
力
し
て
く
れ
た
の
は
感
謝
の
言

葉
以
外
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果
は
16

対
８
、
公
明
、
維
新
以
外
の
賛
成

を
得
ま
し
た
。
友
人
た
ち
は
票
の

取
り
ま
と
め
に
も
協
力
し
て
く
れ

た
の
で
す
。

　

私
は
青
年
会
議
所
【
Ｊ
Ｃ
】
で

３
年
間
、
専
務
理
事
を
や
り
ま
し

た
。
単
年
度
で
世
代
交
代
を
す
る

【
Ｊ
Ｃ
】
で
は
珍
し
い
こ
と
で
し

た
が
、
そ
の
３
年
の
間
に
、
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
上
げ
、
後
輩

た
ち
の
運
営
の
一
助
に
と
卒
業
の

置
き
土
産
と
し
て
製
本
し
て
、
残

し
ま
し
た
。
そ
の
彼
ら
が
集
ま
っ

て
く
れ
ま
し
て
、
保
団
連
の
パ
ン

フ
や
ら
資
料
で
い
か
に
問
題
点
が

あ
る
の
か
を
理
解
し
て
く
れ
ま
し

た
。「
先
輩
の
言
葉
は
み
ん
な
で

共
有
し
て
い
ま
す
」
と
の
う
れ
し

い
言
葉
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し

て
、
今
回
の
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
採
択
は
安
倍
政
権
以

来
、
あ
ま
り
の
ゴ
リ
押
し
政
策
、

運
営
に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
が
で

き
た
思
い
で
す
。
ゴ
リ
押
し
に
次

ぐ
忖
度
だ
ら
け
の
政
治
に
嫌
気
が

さ
し
て
い
ま
し
た
が
、
正
義
は
存

在
す
る
ん
だ
と
思
わ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
現
在
の
状
況
、
ま
さ
に

『
馬
脚
を
露
わ
す
』
と
は
こ
の
こ

と
で
す
。
金
に
釣
ら
れ
た
議
員
た

ち
を
集
め
、
人
数
集
め
と
人
事
権

を
ち
ら
つ
か
せ
て
忖
度
で
作
り
上

げ
た
、
ゴ
リ
押
し
政
治
だ
っ
た
こ

と
が
露
呈
し
ま
し
た
。
当
の
安
倍

氏
は
凶
弾
で
倒
れ
ま
し
た
が
、
国

葬
ま
で
行
っ
た
馬
鹿
馬
鹿
し
さ
に

は
マ
ス
コ
ミ
は
い
ま
だ
ダ
ン
マ
リ

で
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
ゴ
リ
押
し
！

①
そ
も
そ
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
は
任
意
だ
っ
た
は
ず
。
皆
保
険

制
度
と
リ
ン
ク
さ
せ
た
ゴ
リ
押
し

②
ミ
ス
多
発
の
紐
づ
け
、
ポ
イ
ン

ト
付
与
と
い
う
期
間
を
集
中
さ
せ

ミ
ス
を
誘
っ
た
ゴ
リ
押
し

③
全
て
の
人
に
顔
写
真
を
強
要
す

る
ゴ
リ
押
し

④
全
て
の
情
報
を
持
ち
歩
く
こ

と
、
介
護
者
や
他
者
に
預
け
る
こ

と
を
強
要
す
る
ゴ
リ
押
し

⑤
マ
イ
ナ
保
険
証
の
顔
認
証
不
備

の
ゴ
リ
押
し

⑥
マ
イ
ナ
保
険
証
の
薬
剤
情
報
の

時
間
的
お
く
れ
を
押
し
付
け
る
ゴ

リ
押
し

⑦
災
害
時
の
弱
点
を
発
表
せ
ず
、

隠
し
通
す
、
ゴ
リ
押
し

⑧
さ
ら
な
る
人
為
的
ミ
ス
を
誘
発

す
る
資
格
確
認
証
を
発
行
す
る
ゴ

リ
押
し

　

こ
れ
ら
乱
暴
な
政
策
に
一
石
を

投
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
溜

飲
の
下
が
る
思
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
絶
え
間
な
く
、
誤

っ
た
政
治
政
策
に
は
反
対
を
声
高

に
叫
び
ま
し
ょ
う
。

北
阪
神
支
部
の
請
願
実
る

北
阪
神
支
部
の
請
願
実
る

川西市が国へ「保険証存続を求める意見書」

保険証を残せ！の声を届けよう

ガザ地区での即時停戦を求める

北阪神支部幹事　　島津　俊二

◇
出
席

24
人

◇
情
勢　

「
医
療
経
済
実
態
調

査
」
が
公
表
さ
れ
た
。
個
人
診
療

所
の
損
益
差
額
は
31
・
７
％
（
19

年
度
）、
26
・
５
％
（
20
）・
29
・

４
％
（
21
）、
31
・
７
％
（
22
）

と
推
移
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
以
前

の
水
準
に
戻
り
つ
つ
あ
る
だ
け

で
、
様
々
な
コ
ロ
ナ
特
例
が
打
ち

切
ら
れ
る
中
、
物
価
高
騰
や
賃
上

げ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
プ
ラ
ス

改
定
が
必
要
な
の
は
明
白
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
「
診
療
報

酬
の
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
る
医

師
・
歯
科
医
師
要
請
署
名
」
に
関

し
、
往
復
は
が
き
の
未
協
力
会
員

へ
の
発
送
、
②
大
学
病
院
の
教
授

や
病
院
長
宛
で
協
力
依
頼
を
し
た

と
こ
ろ
56
病
院
・
４
２
０
筆
の
署

名
が
集
ま
っ
た
こ
と
、
③
「
保
険

証
を
残
せ
！
」
患
者
署
名
の
到
達

（
６
０
７
３
筆
、
２
５
８
医
療
機

関
）、
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動
報
告　

診
療
報
酬
改

定
の
動
向
に
つ
い
て
、
①
地
域
包

括
診
療
料
・
加
算
に
お
い
て
「
か

か
り
つ
け
医
認
知
症
対
応
力
向
上

研
修
事
業
」
の
修
了
を
算
定
要
件

化
、
②
長
期
収
載
品
の
薬
剤
自
己

負
担
見
直
し
で
、
厚
労
省
は
「
医

療
上
の
必
要
性
が
あ
る
」
場
合
に

は
選
定
療
養
に
せ
ず
、
引
き
続
き

保
険
給
付
す
る
考
え
を
示
し
た
こ

と
、
③
入
院
時
食
事
療
養
費
に
つ

い
て
、
１
食
「
30
円
」
引
き
上
げ

る
が
、
患
者
負
担
と
す
る
方
針
で

あ
る
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
秋
の
組
織
強
化
月
間　

歯
科
会

員
で
は
、
東
京
歯
科
協
会
に
次
ぐ

会
員
増
、
組
織
率
上
昇
で
あ
る
こ

と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
組
織
部　

会
費
の
免
除
申
請
２

件
が
承
認
さ
れ
た
。

（
12
月
９
日　

理
事
会
よ
り
）

 兵庫県保険医協会
 第1183回理事会

　昨年10月から現在まで続くイスラエル政府によるパレスチナ・ガザ地区へ
の攻撃により子どもをはじめとした多くの人々の命や健康が奪われている。
国際人道法違反の、病院や学校への攻撃も行われ、死者は２万人超、避難者
は190万人にものぼる。
　さらに、イスラエルの閣僚が「核兵器の使用も選択肢である」と言及する
など、核兵器による脅しまで行われている。核兵器による威嚇は、平和と国
際秩序を脅かし、一度でも使用されれば甚大な被害をもたらすものであり、
唯一の戦争被爆国である日本として、決して許容できるものではない。
　ガザ地区は16年間イスラエル軍によって封鎖され「天井のない監獄」と呼
ばれる。イスラエルに対する抗議デモを弾圧するために使用される蝶形弾丸
は、体の中で破裂することで血管や神経を破壊し、ガザの若者たちの身体の
自由を奪ってきた。また、経済的にも追い詰められたガザ地区で医師を雇え
る病院は限られ、人々は日常的に必要な医療が受けられない状況に置かれて
いる。
　昨年12月に国連総会で人道的停戦や人質の解放を求める決議案が、日本政
府も含めた賛成多数で採択された。拘束力は持たないものの、多くの国々が
停戦を求めていることは明らかであり、各国の人々の「戦争反対」「ジェノ
サイドをやめろ」という声に押されたものである。
　いま日本政府に求められていることは、世界各国をリードし、即時停戦お
よびガザの人々に平和な日々をもたらすために協力することである。
　日本国憲法前文は全世界の国民が平和の内に生存する権利があることを、
第９条は武力による紛争解決の否定を掲げている。この憲法を有し、唯一の
戦争被爆国である日本の命と健康を守る医師・歯科医師の団体として、あら
ゆる戦争に反対するとともに、ガザ地区での一刻も早い停戦を求める。

　イスラエル政府によるパレスチナ・ガザ地区への攻撃が続いていることに
対し、協会は１月13日、下記の声明を発表し、関係機関に送付した。

「保険証廃止はありえない！」「保険証廃止はありえない！」
署名にご協力ください署名にご協力ください

パンフレット
『保険証廃止の問題点と
 マイナンバー制度の危険性』

⬇オンラインでも
署名をすること
ができます

※ 名前・メールア
ドレス、市町を
入力するだけで
簡単！

　

保
険
証
廃
止
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

普
及
の
政
府
の
狙
い
や
、
海
外
の
制
度
と

の
比
較
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
完
成
し
ま
し
た
！

お問い合わせ・ご注文は、☎078－393－1807まで

▲国に提出された
意見書　　　
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物
静
か
な

気
迫
あ
る
フ
ァ
イ
タ
ー

森
下
敬
司
先
生
を
偲
ぶ

　
　

〜
「
少
し
だ
け
、
無
理
を
し
て
生
き
る
」

「
自
ら
計
ら
わ
ず
」
〜

理
事　
　

岡
本　

好
司

西
宮
・
芦
屋
支
部　
　

広
川　

恵
一

　

森
下
先
生
は
一
見
す
る
と
物
静

か
な
穏
や
か
な
方
で
人
の
話
を
十

分
に
聞
き
、
相
手
の
意
見
を
受
け

止
め
て
い
ま
し
た
。

　

外
面
は
そ
の
通
り
な
の
で
す

が
、
内
面
は
猛
烈
な
フ
ァ
イ
タ
ー

で
、
鋭
い
気
迫
の
あ
る
闘
士
で
し

た
。
意
志
の
強
さ
は
中
途
半
端
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
落
ち
着
い
た
物
腰
で

外
に
は
漏
れ
な
い
よ
う
に
オ
ブ
ラ

ー
ト
に
包
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

上
、
闘
志
の
出
し
方
も
、
ド
ン
・

キ
ホ
ー
テ
の
よ
う
な
猪
突
猛
進
で

は
な
く
、
力
の
バ
ラ
ン
ス
を
見

て
、
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
目
的

を
達
成
す
る
と
い
う
特
技
が
あ
り

ま
し
た
。

　

上
司
で
も
、
先
輩
で
も
、
だ
れ

で
あ
ろ
う
と
、
不
正
は
許
し
ま
せ

ん
。
正
義
漢
を
代
表
に
立
て
、
選

挙
で
不
正
者
を
落
と
し
ま
す
。
そ

の
技
術
、
説
得
力
は
反
論
の
余
地

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
学
の
ク
ラ
ス
会
で
も
委
員
長

を
務
め
、
う
ま
く
ま
と
め
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

人
に
は
よ
く
尽
く
さ
れ
て
お
ら

れ
、
そ
の
た
め
自
分
に
降
り
か
か

っ
て
く
る
災
い
も
、
自
然
に
ふ
さ

が
れ
て
い
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
、
不
思
議
な
運
を
も
っ
て
お
ら

れ
、
人
に
ま
い
た
善
根
が
恵
ま
れ

た
運
を
巻
き
込
ん
で
い
る
と
思
い

ま
し
た
。

　

偽
り
の
な
い
正
義
漢
で
し
た
。

　

協
会
副
理
事
長
な
ど
を
務
め
ら
れ
、
組
織
部
長
と
し
て
県
内
の
支

部
づ
く
り
な
ど
に
尽
く
さ
れ
た
森
下
敬
司
先
生
が
12
月
５
日
、
逝
去

さ
れ
た
。
岡
本
好
司
理
事
・
広
川
恵
一
顧
問
の
追
悼
文
を
掲
載
す

る
。

追
悼　

森
下
敬
司
先
生

　

「
こ
の
本
は
病
室
で
父
が
最
後

に
読
ん
で
い
た
も
の
で
す
。
こ
れ

を
先
生
に
…
」
と
先
生
の
お
嬢
さ

ん
か
ら
手
渡
し
て
い
た
だ
い
た
の

は
、
城
山
三
郎
の
『
少
し
だ
け
、

無
理
を
し
て
生
き
る
』。
読
書
家

で
城
山
三
郎
を
愛
読
さ
れ
る
先
生

が
病
室
で
手
元
に
置
か
れ
て
い
た

も
の
。
書
名
の
意
味
は
「
挑
戦
し

続
け
る
こ
と
」。
最
後
に
開
か
れ

て
い
た
頁
の
章
は
「
自
ら
計
ら
わ

ず
」。
意
味
は
「
自
分
の
利
益
に

な
る
よ
う
な
こ
と
を
求
め
な

い
」。
と
も
に
森
下
敬
司
先
生
の

人
生
を
象
徴
す
る
も
の
で
し
た
。

　

昨
年
10
月
発
行
の
〈
西
宮
・
芦

屋
支
部　

40
年
の
歩
み
〉
表
紙
書

は
森
下
先
生
、
表
紙
絵
は
半
田
伸

夫
先
生
（
図
）。
そ
こ
に
は
支
部

40
年
の
歴
史
と
そ
こ
に
重
な
る
先

生
の
凛
と
し
た
お
姿
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
が
森
下
先
生
と
は
じ
め
て
お

会
い
し
た
の
は
１
９
８
８
年
１

月
、
東
京
で
の
保
団
連
大
会
で
し

た
。
以
来
35
年
、
先
生
に
は
何
か

に
つ
け
相
談
し
、
教
え
を
受
け
て

き
ま
し
た
。

　

先
生
は
１
９
６
１
年
８
月
に
開

業
。
こ
の
頃
、
時
間
外
患
者
さ
ん

は
な
ん
と
年
間
３
４
９
人
。
そ
の

う
ち
日
曜
・
祝
日
に
１
２
９
人
、

深
夜
は
97
人
で
３
〜
４
日
に
１
回

は
深
夜
の
対
応
と
い
う
激
務
。

69
年
６
月
に
本
協
会
の
設
立
に

参
加
。
81
年
11
月
の
西
宮
・
芦
屋

支
部
設
立
総
会
記
念
市
民
講
演
会

に
は
岡
村
昭
彦
「
バ
イ
オ
エ
シ
ッ

ク
ス
と
は
何
か
」
を
企
画
。
そ
の

時
代
に
あ
っ
て
テ
ー
マ
の
設
定
に

先
見
の
明
。
85
年
３
月
に
岡
村
氏

が
亡
く
な
ら
れ
た
時
に
は
東
京
―

青
山
の
葬
儀
所
に
駆
け
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

支
部
設
立
10
周
年
記
念
に
は
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
松
野
迅
氏
の

演
奏
と
Ｃ
・
Ｗ
・
ニ
コ
ル
氏
を
招

い
て
の
講
演
の
企
画
。
協
会
組
織

部
で
は
各
地
の
支
部
づ
く
り
―
空

白
地
域
克
服
に
尽
く
さ
れ
、
審
査

指
導
対
策
で
は
93
年
10
月
の
富
山

で
の
個
別
指
導
事
件
で
直
ち
に
現

場
に
向
か
い
、
尼
崎
支
部
の
鈴
木

と
立
ち
向
か
い
取
り
押
さ
え
、
鉄

道
警
察
隊
に
引
き
渡
す
と
い
う
武

勇
伝
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
前
年
の
第
３
回
日
常
診
療

経
験
交
流
会
で
は
「
１
枚
の
診
断

書
か
ら
―
ア
ル
ブ
ラ
イ
ト
症
候

群
」
を
報
告
。「
診
断
書
作
成
の

場
合
は
、
た
と
え
検
査
値
に
多
少

の
異
常
が
み
ら
れ
て
も
、
あ
く
ま

で
本
人
が
生
活
者
で
あ
る
と
い
う

立
場
を
考
慮
し
て
、
総
合
的
な
視

野
で
の
検
討
が
必
要
」
と
の
貴
重

な
指
摘
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
新
規
開
業
医
懇
談
会
」
の
開

催
と
新
規
の
先
生
に
「『
健
康
と

医
療
を
語
る
会
』
の
講
師
に
な
っ

て
も
ら
う
よ
う
に
」
と
常
に
指
示

を
受
け
ま
し
た
。
診
療
報
酬
改
定

で
は
先
生
の
医
院
に
担
当
世
話
人

・
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
り
深

夜
ま
で
検
討
会
。
先
生
は
「
協
会

の
診
療
報
酬
研
究
会
は
点
数
を
説

明
す
る
た
め
で
な
く
、
改
定
を
通

し
て
日
本
が
ど
の
よ
う
な
医
療
に

向
か
お
う
と
さ
れ
る
の
か
批
判
的

に
明
ら
か
に
す
る
場
」
と
常
々
語

ら
れ
ま
し
た
。
但
馬
支
部
と
の
支

部
間
の
交
流
で
は
故
新
田
誠
先
生

と
肝
胆
相
照
ら
す
古
武
士
を
思
わ

せ
る
お
二
人
で
し
た
。

95
年
１
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
支
部
の
震
災
対
策
本
部
づ

く
り
を
支
え
ら
れ
、
２
０
０
２
年

２
月
の
協
会
薬
科
部
設
立
を
故
朝

井
榮
理
事
長
と
共
に
果
た
さ
れ
ま

し
た
。
西
宮
・
芦
屋
支
部
東
日
本

大
震
災
被
災
地
物
産
・
物
品
展
に

は
い
つ
も
顔
を
出
さ
れ
、
待
た
せ

て
い
た
運
転
手
さ
ん
に
購
入
し
た

物
産
品
を
「
は
い
、
お
土
産
」
と

手
渡
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

「
慢
性
疾
患
の
診
療
で
は
必
ず

変
化
が
あ
り
そ
れ
を
見
落
と
さ
な

い
よ
う
に
」「
い
く
ら
疲
れ
て
い

て
も
、
急
い
で
い
て
も
、
そ
れ
を

理
由
に
一
番
最
後
の
患
者
さ
ん
を

決
し
て
疎
か
に
し
な
い
こ
と
」
な

ど
教
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
言
葉
を

毎
日
の
診
療
で
必
ず
思
い
返
し
て

い
ま
す
。「

啄
同
時
」「
最
後
は

人
間
関
係
」「
志
の
通
じ
る
人
た

ち
と
の
ひ
と
と
き
は
励
ま
さ
れ
ま

す
」。
先
生
の
口
癖
は
「
駄
弁
り

ま
し
ょ
う
」。
故
朝
井
先
生
と
お

二
人
を
中
心
に
、
故
池
内
春
樹
先

生
、
故
八
木
秀
満
先
生
、
林
田
英

隆
先
生
、
北
井
明
先
生
、
清
水
映

二
先
生
た
ち
と
「
清
談
会
」
と
称

し
て
飲
み
会
を
開
い
た
も
の
で
し

た
。21

年
９
月
22
日
、
開
業
60
年
を

も
っ
て
先
生
が
閉
院
さ
れ
る
日
。

多
く
の
患
者
さ
ん
た
ち
で
待
合
室

は
一
杯
。
藤
田
誠
治
事
務
局
長
、

支
部
担
当
の
山
田
友
道
事
務
局
員

と
と
も
に
忘
れ
が
た
い
ひ
と
と
き

で
し
た
。
翌
月
の
あ
る
夕
べ
に
、

先
生
を
芦
屋
川
畔
の
イ
タ
リ
ア
ン

レ
ス
ト
ラ
ン
に
お
誘
い
し
、
ゆ
っ

く
り
と
し
た
時
を
過
ご
す
中
、

「
至
福
の
時
間
で
す
」
と
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
生
は
私
に
と
っ
て
永
遠
の
師

で
あ
り
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
。「
少

し
だ
け
、
無
理
を
し
て
生
き
」、

「
自
ら
計
ら
わ
ず
」。
今
日
も
私

の
心
の
中
の
先
生
に
、
こ
れ
ま
で

と
変
わ
ら
ず
日
々
の
相
談
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

克
司
先
生
と

私
が
同
行
。

そ
の
帰
り
の

車
中
、
乗
客

の
女
性
に
暴

力
を
は
た
ら

い
た
巨
漢
に

先
生
は
敢
然

近畿厚生局と懇談

集団健診なら指導日程変更可
指導時の録音、事前通告は不要

（
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

昨
年
12
月
21
日
に
近
畿
厚
生
局

管
内
の
保
険
医
協
会
が
実
施
し

た
、
同
局
医
療
課
と
の
懇
談
は
コ

ロ
ナ
禍
を
は
さ
み
４
年
ぶ
り
の
実

施
と
な
っ
た
。
保
険
医
協
会
側
が

事
前
提
出
し
た
「
個
別
指
導
等
に

関
す
る
要
望
」
へ
の
同
局
か
ら
の

音
を
申
し
出
た
際
、「
事
前
の
申

し
出
が
な
か
っ
た
た
め
録
音
機
器

が
準
備
で
き
な
い
」
な
ど
と
し
て

録
音
を
拒
否
さ
れ
た
事
例
に
つ
い

て
、
厚
生
局
に
認
識
を
問
う
た
。

　

い
ず
れ
の
事
例
に
つ
い
て
も
、

同
局
は
「
兵
庫
事
務
所
に
確
認
し

た
が
指
摘
の
事
象
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
」
と
し
つ
つ
、「
母
子
保

健
法
に
基
づ
く
集
団
健
診
は
『
止

む
を
得
な
い
事
情
』
又
は
『
正
当

な
理
由
』
に
含
ま
れ
る
」「
事
務

所
側
が
機
器
が
な
い
等
で
録
音
が

で
き
な
い
と
し
て
も
、
被
指
導
医

側
は
録
音
可
能
」（
事
前
の
通
告

は
不
要
）
と
回
答
。
い
ず
れ
の
認

識
に
つ
い
て
も
、
各
府
県
事
務
所

の
所
長
・
課
長
と
確
認
し
た
と
述

べ
た
。

　

指
導
日
程
の
変
更
や
録
音
の
申

し
出
が
断
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て

近
重
副
理
事
長
は
、「
断
ら
れ
た

事
実
を
認
め
て
ほ
し
い
と
い
う
の

が
切
実
な
願
い
」「
被
指
導
医

は
、
１
年
前
か
ら
健
診
の
シ
フ
ト

が
決
ま
っ
て
い
た
。
指
導
日
程
は

変
更
さ
れ
て
当
然
だ
と
考
え
る
」

と
訴
え
た
。

　

「
今
回
の
事
例
に
つ
い
て
各
府

県
事
務
所
の
所
長
・
課
長
と
認
識

を
共
有
し
た
と
し
て
も
、
各
府
県

事
務
所
の
担
当
者
が
異
な
る
対
応

を
す
る
こ
と
も
あ
る
」
と
の
指
摘

に
対
し
て
、
同
局
は
「
納
得
の
い

か
な
い
事
例
が
あ
れ
ば
そ
の
都

度
、
当
局
へ
連
絡
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

回
答
に
基
づ
き
、
各

協
会
に
寄
せ
ら
れ
た

具
体
的
事
例
も
交
え

て
意
見
交
換
し
た
。

　

近
重
民
雄
副
理
事

長
が
、
県
下
で
行
わ

れ
た
新
規
個
別
指
導

に
お
い
て
、
自
治
体

が
実
施
す
る
小
児
集

団
健
診
の
出
務
日
と

指
導
日
が
重
な
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
指

導
日
程
の
変
更
が
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
事

例
と
、
指
導
時
に
録

新規指導における厚生局の対応の
改善を求める近重副理事長　　　

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す

島
谷　

重
輝
先
生

中
央
区　

歯
科

11
月
27
日

享
年
76
歳

幸
原　
　

久
先
生

芦
屋
市　

小
児
科
・
内
科

１
月
10
日

享
年
98
歳

池
本　

恒
彦
先
生

明
石
市　

産
婦
人
科

１
月
２
日

享
年
71
歳

牧
原　

寛
之
先
生

西
宮
市　

精
神
科
・
神
経
科

１
月
11
日

享
年
76
歳

1931年生まれ。56年神戸医科大学卒業。
61年８月西宮市に森下医院開業
協会理事 1969年６月～89年５月
協会組織部長 1985年６月～89年５月
協会副理事長 1989年６月～99年５月
協会顧問 1999年６月～　　　　
保団連幹事 1992年２月～98年１月
保団連代議員 1998年２月～00年１月
西宮・芦屋支部世話人
 1972年９月～99年10月
西宮・芦屋支部監査役
 1999年11月～04年４月
西宮・芦屋支部相談役
 2004年５月～　　　　

森下 敬司先生（享年92歳）

森下先生が題字を書かれ
た「西宮・芦屋支部40周
年記念誌」　　　　　　

企画紹介 明石・西区の水汚染について考える
PFAS（有機フッ素化合物）学習会

日　時　２月18日（日）14時～16時
会　場　レバンテ垂水　大ホール
講　師　小泉昭夫　京都大学医学研究科名誉教授
　　　　（京都保健会　社会健康医学福祉研究所所長）
主　催　神戸医療生活協同組合

お申し込みは、☎078－641－4322か
 右上二次元コードから（定員550人先着順）

　

協
会
に
よ
る
被
災
地
訪
問
活
動
の
取
り
組
み
等
か
ら
得
ら

れ
た
、
医
療
・
福
祉
・
生
活
者
の
視
点
か
ら
の
提
言
を
ま
と

め
た
書
籍
『
東
日
本
大
震
災
・
原
発
震
災
10
年
、
そ
の
あ
と

に
』
を
普
及
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
注
文
く
だ
さ
い
。

ご
注
文
は
、
☎
078
―
393
―
１
８
４
０
ま
で

発
行　

ク
リ
エ
イ
ツ
か
も
が
わ
、
２
０
０
０
円
＋
税
、
送
料
込

協
会
編
集
書
籍
の
ご
案
内

東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第２０５９号２０２４年(令和６年)１月２５日(毎月３回５・15・25日発行) （４）

　

税
務
経
営
部
は
11
月
25
日
に
医

院
経
営
研
究
会
例
会
「『
心
が
安

全
』
な
職
場
づ
く
り
〜
多
様
性
あ

ふ
れ
る
時
代
に
対
応
し
て
〜
」
を

協
会
会
議
室
で
開
催
し
18
人
（
う

ち
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
13
人
）
が
参
加
し

た
。
社
会
保
険
労
務
士
の
嶺
山
洋

子
先
生
が
講
演
し
た
。
池
岡
智
之

先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
言
え
ば
セ
ク

ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ
が
思
い
付
く
。

　

歯
科
部
会
は
12
月
10
日
、
協
会

会
議
室
で
「
勤
務
医
の
た
め
の
開

業
実
現
セ
ミ
ナ
ー
・
理
想
の
歯
科

医
療
を
実
現
す
る
新
規
開
業
」
を

開
催
。
脇
西
寛
明
先
生
（
須
磨
区

・
板
宿
駅
前
フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科
院

長
）、（
株
）
エ
ニ
ー
タ
イ
ム
ヘ
ル

ス
ケ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
・
細
羽
雄
太
氏
を
講
師

に
６
人
が
参
加
し
た
。

「
私
は
そ
ん
な
こ
と
は
し
て
い
な

い
」
が
、
さ
ら
な
る
勉
強
の
た
め

に
参
加
し
よ
う
と
し
た
の
が
受
講

の
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
し
か
し
、

講
師
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
自
身

が
全
く
不
理
解
だ
っ
た
と
思
い
知

ら
さ
れ
た
。「
自
分
と
異
な
る
人

に
対
し
、
自
分
の
考
え
に
人
を
寄

せ
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
自
分
が

正
し
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
だ
」。

　

思
い
返
せ
ば
、
上
司
か
ら
私
と

合
わ
な
い
考
え
を
押
し
付
け
ら
れ

た
ら
確
か
に
嫌
だ
っ
た
。
た
だ
、

当
時
は
上
司
か
ら
言
わ
れ
た
ら
従

う
し
か
な
い
と
思
っ
た
し
、
そ
の

よ
う
な
職
場
環
境
で
は
結
果
的
に

短
期
し
か
務
ま
ら
な
い
こ
と
が
多

か
っ
た
。

　

使
用
者
と
な
っ
た
今
、
自
分
自

身
が
間
違
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と

を
「
指
導
」
し
た
り
し
な
い
。
た

だ
、
そ
れ
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
生

　

歯
科
部
会
は
12
月
10
日
、
協
会
会
議
室
で
歯
科
特
別
研
究
会
「
臨

床
力
を
高
め
る
歯
科
衛
生
士
業
務
の
実
践
〜
実
習
付
き
〜
」
を
開

催
。（
株
）
Ｔ
ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
代
表
取
締
役
・
歯
科
衛
生
士
の
十
時
裕

子
氏
を
講
師
に
、
34
人
が
参
加
し
た
。
ス
マ
イ
ル
パ
ー
ク
歯
科
・
歯

科
衛
生
士
の
尾
内
あ
ゆ
み
氏
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

み
出
す
と
い
う
こ
と
に
気
が
付
か

さ
れ
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
に
指
導
す
る
時
に

「
常
識
的
に
は
」
と
私
は
使
う

が
、
講
師
の
い
う
「
客
観
的
」
が

そ
れ
に
相
当
す
る
と
思
う
。
今
ま

で
勤
務
医
時
代
に
培
っ
て
き
た
こ

と
が
「
客
観
的
」
だ
と
思
っ
て
い

た
が
、
そ
う
で
は
な
く
、「
客
観

的
と
は
あ
な
た
の
主
観
」
と
い

　

第
一
部
は
、「
歯
周
治
療
の
流

れ
と
要
点
確
認
」「
痛
く
な
い
・

不
快
で
な
い
施
術
の
ポ
イ
ン
ト
」

に
つ
い
て
で
し
た
。
歯
科
医
師
に

よ
る
診
断
と
歯
科
衛
生
士
と
共
に

立
案
す
る
歯
周
治
療
計
画
で
は
、

問
題
点
の
抽
出
と
し
て
、
口
腔
内

の
状
態
・
生
活
習
慣
・
全
身
疾
患

・
そ
の
他
（
歯
科
治
療
に
対
す
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ト
ラ
ウ
マ
な

ど
）
等
、
様
々
な
こ
と
を
考
慮
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ゴ
ー
ル

設
定
を
考
え
て
い
く
と
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
痛
く
な
い
、
不
快
で
な

い
施
術
を
極
力
行
え
る
こ
と
は
、

患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
施
術
を
受

け
ら
れ
、
医
院
や
担
当
歯
科
衛
生

士
の
「
信
頼
の
構
築
」
に
繋
が

る
。
歯
科
衛
生
士
と
し
て
の
技
術

ア
ッ
プ
に
繋
が
り
、
成
果
の
高
い

施
術
を
提
供
で
き
る
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
歯

科
衛
生
士
は
技
術
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
が
大
切
と
言
わ

れ
て
お
り
、
信
頼
関
係
が
構
築
さ

れ
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、「
プ
ロ
ー
ビ
ン
グ

の
要
点
と
実
習
」「
Ｓ
Ｒ
Ｐ
の
要

点
と
難
し
い
部
位
」
の
キ
ュ
レ
ッ

ト
実
習
で
し
た
。
プ
ロ
ー
ビ
ン
グ

で
分
か
る
こ
と
の
一
つ
で
、
出
血

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
生
体
が
反

応
し
て
い
る
現
状
を
意
味
し
て
い

る
。
ポ
ケ
ッ
ト
底
部
か
ら
の
色
、

艶
を
診
る
こ
と
も
大
切
だ
と
学
び

ま
し
た
。
Ｓ
Ｒ
Ｐ
実

習
で
は
、
苦
手
部
位

へ
の
キ
ュ
レ
ッ
ト
の

動
作
を
見
て
い
た
だ

き
指
導
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

第
三
部
は
、「
院

内
で
取
り
組
む
歯
科

衛
生
士
業
務
の
実

践
」
で
し
た
。
リ
コ

ー
ル
で
は
リ
セ
ッ
ト

ボ
タ
ン
を
押
し
に
き

て
も
ら
う
イ
メ
ー
ジ

と
言
わ
れ
て
お
り
、
バ
イ
オ
フ
ィ

ル
ム
が
成
熟
し
て
病
的
な
疾
患
が

発
症
す
る
前
に
、
３
カ
月
に
１
回

は
来
院
し
て
も
ら
う
よ
う
に
促

す
。
私
た
ち
プ
ロ
で
も
７
〜
８
割

は
セ
ル
フ
ケ
ア
。
残
り
の
２
〜
３

割
は
プ
ロ
ケ
ア
と
い
う
比
重
の
イ

メ
ー
ジ
を
伝
え
る
と
リ
コ
ー
ル
の

大
切
さ
が
伝
わ
り
や
す
い
と
講
義

さ
れ
ま
し
た
。

　

臨
床
で
実
践
し
た
い
内
容
で
大

変
分
か
り
や
す
く
、
刺
激
を
受
け

た
講
義
で
し
た
。

【
姫
路
市
・
ス
マ
イ
ル
パ
ー
ク
歯

科
・
歯
科
衛
生
士

尾
内
あ
ゆ
み
】

な
い
と
講
師
は
説
く
。
相
手
を
否

定
せ
ず
に
聞
い
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

捉
え
て
対
処
す
べ
し
と
言
わ
れ
て

驚
き
の
連
続
で
あ
っ
た
。

　

現
状
の
私
の
「
指
導
」
で
は
ス

タ
ッ
フ
は
「
理
解
し
て
も
ら
え
ず

否
定
さ
れ
て
い
る
」
と
受
け
取
ら

れ
て
し
ま
う
。
も
ち
ろ
ん
従
業
員

の
好
き
勝
手
に
す
れ
ば
よ
い
の
で

は
な
く
て
、
組
織
を
動
か
し
て
い

く
に
は
ル
ー
ル
が
必
要
と
講
師
は

説
く
。
つ
ま
り
ル
ー
ル
で
あ
る
就

業
規
則
を
徹
底
し
な
い
と
い
け
な

く
て
、
口
で
伝
え
る
だ
け
で
な
く

相
手
の
脳
に
伝
わ
る
こ
と
が
指
導

と
も
言
わ
れ
た
。

50
歳
ま
で
勤
務
医
を
経
験
し
、

な
る
べ
く
周
り
よ
り
働
く
よ
う
に

し
た
つ
も
り
だ
っ
た
の
に
、
当
時

上
手
く
い
か
な
か
っ
た
わ
け
も
理

解
で
き
た
。「
自
分
は
ち
ゃ
ん
と

働
い
て
い
る
。
な
ぜ
評
価
さ
れ
な

い
」
と
な
り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

落
ち
て
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま

さ
に
講
師
が
言
わ
れ
た
通
り
だ
っ

た
。

　

労
使
の
立
場
が
逆
転
し
、
苦
労

し
た
か
ら
こ
そ
自
分
が
さ
れ
た
ら

嫌
な
こ
と
は
し
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
て
き
た
つ
も
り
が
、
根
本
的

に
考
え
が
甘
か
っ
た
こ
と
に
気
が

つ
か
さ
れ
た
。

　

人
と
し
て
の
在
り
方
を
学
ん
だ

気
が
し
た
。
労
務
は
奥
が
深
く
ま

だ
ま
だ
勉
強
が
足
り
な
い
と
感
じ

た
。

【
加
古
川
市
・
歯
科池

岡　

智
之
】

う
。

　

で
は
、
客
観
的
と
は
何
な

の
か
と
言
え
ば
「
そ
の
主
観

が
多
く
の
人
で
一
致
し
た

時
」
だ
と
い
う
。
だ
か
ら
こ

そ
、
話
し
あ
え
る
環
境
を
つ

く
り
、
相
手
が
何
で
も
発
言

で
き
る
環
境
を
作
ら
な
い
と

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
な
く
な
ら

　

脇
西
先
生
は
「
私
の
開
業
体
験

　

開
業
医
の
診
療
と
経
営
の
実

際
」
を
テ
ー
マ
に
話
題
提
供
。

「
私
の
場
合
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な

る
歯
科
材
料
店
の
有
能
な
営
業
マ

ン
と
の
出
会
い
が
大
き
か
っ
た
。

開
業
場
所
や
機
器
・
内
装
業
者
の

選
定
、
医
院
設
計
と
建
築
な
ど
、

開
業
に
至
る
過
程
は
様
々
な
ポ
イ

ン
ト
を
乗
り
越
え
る
必
要
が
あ
る

が
、
歯
科
医
師
の
思
い
を

実
現
す
る
た
め
に
は
ス
タ

ッ
フ
雇
用
も
含
め
、
人
と

の
繋
が
り
を
重
視
す
べ
き

で
な
い
か
」
と
し
、
早
め

の
準
備
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

ま
た
細
羽
氏
は
「
開
業

コ
ン
セ
プ
ト
策
定
と
開
業

地
選
定
の
ポ
イ
ン
ト
」
を

テ
ー
マ
に
話
題
提
供
し
、

高
齢
化
と
人
件
費
・
資
材

高
騰
の
進
む
状
況
下
で
の
歯
科
医

院
開
業
の
ト
レ
ン
ド
や
、
開
業
コ

ン
セ
プ
ト
の
策
定
法
な
ど
を
解

説
。「
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
一
部

に
上
手
に
取
り
入
れ
て
早
期
の
開

業
準
備
を
」
と
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
既
開
業
の
先

輩
の
先
生
の
お
話
を
聞
け
る
機
会

は
貴
重
だ
っ
た
」「
新
規
開
設
と

譲
渡
物
件
の
継
承
開
業
の
両
方
を

視
野
に
入
れ
て
準
備
し
た
い
」
な

ど
の
感
想
が
出
さ
れ
た
。

脇西先生（左）と細羽氏は開業に関する
ノウハウを参加者に共有した　　　　

理
想
の
歯
科
開
業
の

ポ
イ
ン
ト
学
ぶ

講
義
・
実
習
で

衛
生
士
業
務
の
技
術
ア
ッ
プ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
原
因

自
分
の
不
理
解
を
実
感

医
院
経
営
研
究
会
「
心
が
安
全
」な
職
場
づ
く
り

医
院
経
営
研
究
会
「
心
が
安
全
」な
職
場
づ
く
り

感 想 文

感 想 文

十時氏は難しいキュレットの
動作を指導　　　　　　　　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
止
す
る
た
め
何
で
も
発
言

で
き
る
環
境
を
作
る
べ
き
と
し
た
嶺
山
先
生　

☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで協会の共済制度でドクターもスタッフも安心

協 会の 共済制度

もっと便利な積立制度

秋は「一時払」の増額受付
のみとなります

☎ 078お問合わせは共済部まで安心

選
ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あっちこっちで
保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。
※サイバー保険もお問い合わせください！

ドクターに最適を提供します

次回受付は４月１日開始

次回受付は４月１日開始

次回受付は４月１日開始

歯
科
開
業
特
別
セ
ミ
ナ
ー

歯
科
特
別
研
究
会
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協
会
役
員
と
弁
護
士
グ
ル
ー
プ

が
、
審
査
・
指
導
問
題
な
ど
、
開

業
保
険
医
を
取
り
巻
く
諸
問
題
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
保
険
診
療

法
制
研
究
会
。
12
月
７
日
、
47
回

目
を
協
会
会
議
室
で
開
催
し
、
８

人
が
参
加
し
た
。
與
語
信
也
弁
護

士
の
報
告
を
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
、
政
府
が
掲
げ
る
「
現
行

保
険
証
を
廃
止
し
マ
イ
ナ
保
険
証

に
原
則
一
本
化
す
る
」
方
針
に
つ

い
て
、
11
月
14
日
に
日
弁
連
が

「
現
行
保
険
証
の
発
行
存
続
を
求

め
る
意
見
書
」
を
発
出
し
た
こ
と

に
あ
わ
せ
、
法
制
研
は
、
兵
庫
県

弁
護
士
会
に
も
同
趣
旨
の
意
見
書

を
発
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
、

弁
護
士
会
執
行
部
や
該
当
委
員
会

へ
の
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
と
し

へ
の
働
き
か
け
は
早
急
に
行
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
法
制
研
で
作
成
中
の

『
保
険
医
向
け
の
法
的
知
識

（
仮
）』
書
籍
に
つ
い
て
、
本
文

の
内
容
は
概
ね
出
揃
い
、
現
在
最

終
的
な
校
正
段
階
で
す
が
、
書
籍

名
を
ど
う
す
る
か
、
全
体
の
体
裁

や
コ
ラ
ム
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か

な
ど
、
会
員
の
皆
様
が
親
し
み
や

す
く
、
読
み
や
す
い
書
籍
に
し
よ

う
と
の
観
点
か
ら
意
見
を
調
整
し

ま
し
た
。
皆
様
に
で
き
る
だ
け
早

く
お
届
け
で
き
る
よ
う
進
め
て
い

ま
す
。

　

当
院
で
も
昨
年
４
月
よ
り
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
導
入
し
た

が
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
と
Ｐ
Ｃ
と

の
接
続
不
良
、
読
み
取
り
エ
ラ

ー
、
Ｐ
Ｃ
自
動
ロ
グ
オ
フ
後
の
再

　

但
馬
支
部
は
、
12
月
２
日
に
豊
岡
市
内
で
第
37
回
支
部
総
会
を
開

催
。
総
会
議
事
で
２
０
２
３
年
度
活
動
方
針
を
採
択
し
た
ほ
か
、
新

幹
事
４
人
を
含
む
２
０
２
３
年
度
支
部
役
員
を
選
出
し
た
。
ま
た
、

協
会
理
事
長
の
西
山
裕
康
先
生
が
「
保
険
証
廃
止
と
マ
イ
ナ
保
険
証

義
務
化
の
問
題
点
」
と
題
し
記
念
講
演
。
会
員
・
市
民
ら
17
人
（
来

場
11
人
／
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
６
人
）
が
参
加
し
た
。
黒
瀬
博
計
先
生
の
感
想

を
紹
介
す
る
。

起
動
の
タ
イ
ム
ロ
ス
な
ど
、
事
務

職
の
手
を
煩
わ
せ
て
い
る
だ
け
で

何
も
恩
恵
は
感
じ
な
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
保
健
・
行
政
サ
ー

ビ
ス
が
円
滑
に
提
供
で
き
ず
、
台

　

次
回
の
法
制
研
は
２
月
１
日
に

開
催
い
た
し
ま
す
。

【
神
戸
花
く
ま
法
律
事
務
所

弁
護
士

與
語　

信
也
】

ま
し
た
。

　

こ
の
点
、
政
府
は
12

月
12
日
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
と
医
療
情
報
の
紐

づ
け
の
誤
り
が
８
０
０

０
件
を
超
え
た
と
の
調

査
結
果
に
も
関
わ
ら

ず
、
現
行
保
険
証
の
廃

止
・
マ
イ
ナ
保
険
証
へ

の
移
行
は
予
定
通
り
２

０
２
４
年
秋
に
行
う
と

表
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
兵
庫
県
弁
護
士
会

湾
や
他
国
に
後
れ
を
取
っ
て
い
る

現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
た
日
本

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル

敗
戦
は
、
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
た
め

の
カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
て
い
た
か

ど
う
か
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。

そ
も
そ
も
日
本
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い

て
は
、
ハ
ー
ド
と
し
て
の
設
備
や

装
置
は
と
も
か
く
、
そ
れ
を
利
用

マ
イ
ナ
保
険
証
で
あ
る
が
、
根
幹

に
あ
る
の
は
国
の
情
報
管
理
に
対

す
る
不
信
感
で
あ
る
。
２
０
１
５

年
よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
指
定
が
始

ま
っ
た
が
、
カ
ー
ド
普
及
は
全
く

進
ま
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
２

０
０
７
年
の
消
え
た
年
金
問
題
な

ど
、
国
や
公
的
機
関
の
情
報
管
理

に
対
す
る
不
信
感
が
根
強
か
っ
た

す
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
、
市
民
の
レ
ベ

ル
が
低
く
、
デ
ジ

タ
ル
音
痴
だ
か
ら

で
あ
る
。
業
務
中

の
Ｐ
Ｃ
エ
ラ
ー
や

ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ

る
と
、
思
考
や
行

動
ま
で
フ
リ
ー
ズ

す
る
職
員
は
ど
の

企
業
や
自
治
体
で

も
一
定
数
存
在
す

る
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　

問
題
山
積
み
の

た
め
で
あ
る
。
信
頼
が
な
い
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
、
保
険
証
だ

け
で
な
く
公
金
受
取
口
座
ま
で
登

録
さ
せ
る
に
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
と
い
う
ニ
ン
ジ
ン
を
ぶ
ら
下
げ

る
必
要
が
あ
っ
た
の
は
仕
方
が
な

い
こ
と
で
あ
る
。

　

本
講
演
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
事
業
の
利
権
に
集
ま
る
魑

魅
魍
魎
、
資
産
や
様
々
な
情
報
収

集
に
よ
る
徴
税
・
社
会
保
障
負
担

増
、
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権

な
ど
、
様
々
な
切
り
口
で
わ
か
り

や
す
く
説
明
い
た
だ
い
た
。

　

雨
が
降
っ
た
り
や
ん
だ
り
、
虹

が
顔
を
出
し
た
り
と
、
但
馬
の
冬

ら
し
い
ぐ
ず
つ
い
た
天
気
で
あ
っ

た
が
、
西
山
先
生
の
テ
ン
ポ
よ
い

語
り
口
の
講
義
を
聞
い
て
、
頭
の

中
の
モ
ヤ
モ
ヤ
が
ス
ッ
キ
リ
し
て

心
地
よ
く
帰
路
に
着
く
こ
と
が
で

き
た
。【

朝
来
市

黒
瀬　

博
計
】

保険証廃止に対し弁護士からも存続の
声を上げる必要があると確認された　

保険診療法制研究会

日弁連が保険証存続求める意見書
県弁護士会にも発出働きかけへ

報

告

感 想 文

マ
イ
ナ
不
人
気

根
幹
は
国
へ
の
不
信
感

但
馬
支
部　

第

但
馬
支
部　

第
3737
回
支
部
総
会
・
記
念
講
演

回
支
部
総
会
・
記
念
講
演

保険証廃止の問題点を西山理事長が
分かりやすく語った記念講演　　　

ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週日曜　朝６時30分～毎週日曜　朝６時30分～

「「兵庫県保険医協会の兵庫県保険医協会の聴く医療」放送中!!聴く医療」放送中!!
AM558kHz／1395kHz（県北部）　FM91.1MHzAM558kHz／1395kHz（県北部）　FM91.1MHz

１月28日　 今話題の糖尿病治療薬
　　　　　GLP1受容体作動薬について
２月４日　パーキンソン

２月11日　医療・介護負担増計画
　　18日　 災害時の歯みがき・口

腔ケア（仮）

医科保険請求

〈2024年１月からの変更点〉

Ｑ　昨年12月末までとされていた
「医療情報・システム基盤整備体制
充実加算」等の経過措置は、延長さ
れていないのか。
Ａ　延長されておりません。
「医療情報・システム基盤整備体制
充実加算」「一般名処方加算」「外来
後発医薬品使用体制加算」の特例措
置は、昨年末で終了しました。本年

１月からは、下記の通り特例措置前
の点数に戻ります。
● 初診料等「医療情報・システム基
盤整備体制充実加算」
初診時：「１」６点→４点
初診時：「２」２点→変更なし
再診時：「３」２点→終了
●処方箋料「一般名処方加算」
「１」９点 → ７点
「２」７点 → ５点
● 処方料「外来後発医薬品使用体制
加算」
「１」７点 → ５点
「２」６点 → ４点
「３」４点 → ２点
お問い合わせは、
協会事務局☎078－393－1803まで
（平日10-12時/14-16時）

　厚生労働省は12月20日、2024年度の診療報酬改定率を発表した。本体に
相当する「診療報酬」について、「看護職員、病院薬剤師その他の医療関
係職種」のベア引上げ対応に＋0.61％、「入院時の食費基準額引き上げ」
に＋0.06％、個別項目以外の改定分を＋0.46％とする一方、「生活習慣病
を中心とした管理料、処方箋料等の再編等の効率化・適正化」を－0.25％
とする。合わせて、＋0.88％となる。薬価で－0.97％、材料価格で－0.02
％の改定（計－1.00％）も含めて、ネット（全体）での改定率は－0.12％
となる。なお、上記改定分＋0.46％のうち、＋0.28％は勤務する40歳未満
の医師・歯科医師・薬局薬剤師、事務職員、委託先の歯科技工士等の賃上
げに充てるため、用途が限定されない本体財源は＋0.18％に留まる。
　これまでの低医療費政策に加え、引き続き求められる感染症対策経費、
異常な物価高騰による経費、人件費増が続くなか、用途が未限定の財源が
僅か＋0.18％とは、事実上、医療の質の維持・向上に背を向けたものと言
わざるを得ない。
　我々が強く求めていた医療従事者の賃上げ原資について、計＋0.89％
（0.61％、0.28％）を充て医療関係職種について３～４％の賃上げを見込
んでいるが、そのスキームは中医協で議論が始まったばかりだ。2022年度
診療報酬改定においては、一部の病院を対象に「看護職員処遇改善評価
料」が新設されたものの、多くの医療機関が自己資金を持ち出して「看護
職員『以外』の職員」の処遇改善を実施しているし、診療報酬調査専門組
織「入院医療等の調査・評価分科会」に出された報告では、「施設基準は
満たすが、評価料を届け出ていない」病院が一定数あることも報告されて
いる。背景には、職種を区別して一部のみ賃上げを行うことができないと
いう医療機関の経営判断がある。今回も「40歳未満…」と「看護職員、病
院薬剤師その他の医療関係職種」で財源が区別されており、医療機関が自
己資金を持ち出して賃上げを補填せざるを得ない状況となる可能性が高
い。本来、すべての医療機関のすべての職種の処遇改善を可能とする基本
診療料の大幅引き上げが必要であったはずである。協会として、＋0.89％
分がすべての医療関係職種の賃上げにつながるよう引き続き制度設計につ
いて要求実現に努めたい。
　一方、「効率化・適正化」の－0.25％は事実上、診療所が標的になるこ
とが想定される。実際、中医協では、外来管理加算や特定疾患療養管理料
の廃止や算定要件の厳格化が議論されており、実現すれば、事実上の基本
診療料引き下げとなる。医療経済実態調査でさえ、医科診療所（医療法人
・無床）の４分の１が赤字、歯科診療所（個人立）は、医業収益も損益差
額も前回を下回っている上、４分の１は収支差500万円未満と危機的状況
にある中、診療所等の報酬引き下げは、地域医療の地盤を揺るがせるもの
であり、到底容認しえない。
　また、先発医薬品（長期収載品）の患者負担引き上げが今年10月から実
施されることとなった。患者負担のこれ以上の引き上げは患者の受療権を
奪うものであり大きな問題である。そればかりか、医師が最適な薬を選択
することができず患者の健康へ悪影響を及ぼすことすら懸念される。
　さらに、採算割れしている入院時の食事基準額の引き上げは当然だが、
患者負担増により対応することも盛り込まれた。かねてより指摘している
ように入院時の食事提供は医療の一環であり、患者負担を増やさず、保険
給付分を引き上げて手当てすべきである。
　既に、コロナ禍による経営悪化や医師の働き方改革の余波を受けた医師
確保の困難からいくつかの病院が閉院・経営破綻を余儀なくされている。
こうした中、国は国民の受療権を確保するという責任を十分に果たすた
め、大幅な本体プラス期中改定と診療報酬体系の不合理是正を行うべきで
ある。 以　上

 2024年１月13日
 兵庫県保険医協会
 第1183回理事会

医療現場の窮状を顧みない診療報酬改定に抗議する
～2024年度診療報酬改定率について～

　診療報酬改定率の決定を受け、協会が１月13日の第1183回理事会で承認
した抗議声明全文を掲載する。
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鍋
物
は
夏
目
漱
石
も
愛
し
た
牛
鍋

力を合わせて「のばし」に挑戦

「水回し」から「こね・まとめ」の技術を学ぶ

そ
ば
打
ち
体
験

そ
ば
打
ち
体
験

し
」
と
の
ば
し
て
、
畳
ん
で
切

る
、
テ
ン
ポ
よ
い
そ
の
技
に
皆
、

無
言
で
見
惚
れ
て
い
た
。

　

「
さ
あ
み
な
さ
ん
、
順
番
に
や

っ
て
み
ま
し
ょ
う
」
の
声
に
、
い

ざ
。
二
八
に
混
ぜ
た
小
麦
、
そ
ば

粉
に
水
を
数
回
に
分
け
て
加
え
つ

つ
、
右
手
で
左
回
し
、
左
手
で
右

回
し
、
同
時
に
ぐ
る
ぐ
る
混
ぜ
る

と
粉
が
粒
に
や
が
て
団
子
に
成
長

し
て
く
る
、
こ
れ
が
水
回
し
だ
。

　

円
盤
状
の
そ
ば
団
子
の
塊
が
な

ぜ
長
方
形
に
伸
び
る
の
か
、
最
も

知
り
た
か
っ
た
こ
の
疑
問
の
回
答

は
「
角
出
し
」
と
い
う
テ
ク
ニ
ッ

ク
、
棒
に
巻
い
た
ま
ま
円
盤
状
の

団
子
を
転
が
す
と
楕
円
形
に
、
や

　

私
が
所
長
を
兼
務
し
て
い
る
柳

筋
診
療
所
に
車
を
置
き
、
歩
い
て

大
安
亭
市
場
を
通
り
過
ぎ
て
西
国

街
道
に
あ
た
る
角
に
あ
る
市
立
福

祉
施
設
の
自
立
セ
ン
タ
ー
「
あ
づ

ま
」
に
到
着
。
懐
か
し
い
小
学
校

に
来
た
よ
う
な
気
分
に
な
る
が
、

エ
プ
ロ
ン
と
バ
ン
ダ
ナ
姿
の
や
る

気
満
々
の
30
人
が
６
人
の
そ
ば
打

ち
有
段
者
の
も
と
に
チ
ー
ム
分

け
。

　

綿
谷
茂
樹
文
化
部
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
早
速
そ
ば
打
ち
先
生
の

お
手
並
み
を
拝
見
。
最
も
修
行
の

い
る
「
水
回
し
」
か
ら
「
こ
ね
、

ま
と
め
」、
そ
し
て
し
っ
か
り
打

ち
粉
を
し
て
「
丸
出
し
」、「
角
出

　

そ
ば
打
ち
体
験
は
、
初
め
て
な

の
で
と
て
も
た
の
し
か
っ
た
で

す
。
作
っ
て
い
る
と
き
は
、
と
て

も
難
し
か
っ
た
で
す
。

　

け
れ
ど
も
、
さ
わ
る
と
も
ち
も

ち
し
た
り
、
さ
ら
さ
ら
し
ま
し

た
。

　

さ
い
ご
に
早
く

終
わ
り
、
打
ち
粉

で
あ
そ
び
ま
し

り
の
違
い
か
！　

大
晦
日
に
備
え

て
道
具
を
買
い
た
い
と
い
う
提
案

は
言
い
出
せ
ず
じ
ま
い
。
来
年
も

う
一
度
そ
ば
打
ち
体
験
に
、
リ
ベ

ン
ジ
を
誓
う
。

【
東
灘
区

藤
末　
　

衛
】

ざ
い
ま
し
た
。

　

興
奮
冷
め
や
ら

ぬ
ま
ま
帰
宅
し
、

夕
食
前
に
妻
と
娘

に
生
徒
作
と
師
匠

作
の
蕎
麦
を
振
る

舞
う
。
２
人
口
を

揃
え
て
「
こ
っ
ち

が
師
匠
の
そ
ば

ね
。
か
み
ご
た

え
、
喉
ご
し
、
全

く
違
う
食
べ
物

ね
。
う
ち
で
し
よ

う
な
ん
て
考
え
て

な
い
で
し
ょ
う

ね
」
と
。
や
っ
ぱ

り
、
水
回
し
と
切

（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

旧
小
天
村
湯
ノ
浦
地
区
に
は
古

く
か
ら
温
泉
が
湧
き
、
小
天
温
泉

と
し
て
明
治
期
に
は
５
〜
６
軒
の

温
泉
宿
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
前
田

家
別
邸
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

か
つ
て
は
上
の
湯
、
中
の
湯
、
下

の
湯
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
、
前
田

家
別
邸
が
上
の
湯
、
中
の
湯
が

「
那
古
井
館
」（
当
時
は
田
尻
温

泉
）、
下
の
湯
は
農
民
た
ち
の
通

い
湯
で
あ
っ
た
が
、
上
の
湯
は
現

在
枯
渇
し
、
下
の
湯
も
今
は
な

い
。
源
泉
は
違
う
が
「
那
古
井

館
」
の
湯
は
「
草
枕
温
泉
て
ん
す

い
」
と
同
じ
で
、
現
在
あ
る
温
泉

施
設
は
２
軒
の
み
で
あ
る
。

　

「
那
古
井
館
」
は
明
治
元
年

（
１
８
６
８
年
）
創
業
で
、
当
時

は
田
尻
温
泉
、
そ
の
後
、
濱
屋
温

泉
と
名
を
変
え
、
戦
後
の
１
９
４

６
年
、
小
説
「
草
枕
」
に
ち
な
ん

で
屋
号
を
那
古
井
に
改
め
た
。

　

２
０
１
８
年
に
全
館
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
露
天
風
呂
付
客
室
「
桐
の

間
」
と
「
松
の
間
」
の
ほ
か
、
個

室
の
浴
室
が
な
い
客
室
が
五
部
屋

あ
り
、
２
０
２
０
年
に
は
個
室
浴

室
と
足
湯
を
備
え
た
「
草
枕
の

間
」、
書
斎
と
檜
張
り
の
露
天
風

呂
と
足
湯
を
備
え
た
「
漱
石
の

間
」
が
新
設
さ
れ
た
。

　

現
女
将
は
前
田
聖
華
さ
ん
で
、

当
館
の
歴
史
な
ど
楽
し
い
話
を
伺

え
た
。
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
・
ブ
ロ
ン

ズ
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
２
お
よ
び
日

本
の
宿
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
２
を
受

賞
し
、
雑
誌
「
旅
の
手
帖
２
０
２

２
年
２
月
号
」
に
、
草
枕
の
舞
台

で
あ
る
小
天
を
代
表
す
る
純
和
風

旅
館
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

熊
本
平
野
の
西
部
に
連
山
が
あ

り
、
南
か
ら
金
峰
山
、
二
ノ
岳
、

三
ノ
岳
と
続
く
。
玉
名
市
と
熊
本

市
の
境
に
あ
る
金
峰
山
は
現
在
、

噴
煙
を
上
げ
て
い
な
い
が
、
少
し

前
に
は
活
動
し
約
15
万
年
前
の
溶

岩
ド
ー
ム
で
あ
る
一
ノ
岳
と
そ
れ

を
取
り
巻
く
約
百
万
年
前
に
噴
出

し
た
二
ノ
岳
や
三
ノ
岳
と
い
っ
た

外
輪
山
か
ら
成
る
あ
る
種
の
カ
ル

デ
ラ
火
山
で
、
二
ノ
岳
山
頂
付
近

を
東
西
方
向
に
横
切
る
断
層
の
西

端
付
近
に
小
天
・
河
内
温
泉
が
位

置
す
る
こ
と
か
ら
、
断
層
に
沿
っ

て
金
峰
火
山
の
熱
源
で
温
め
ら
れ

た
地
下
水
が
湧
出
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　

露
天
風
呂
付
客
室
「
桐
の
間
」

に
宿
泊
し
た
。
部
屋
か
ら
も
露
天

風
呂
か
ら
も
庭
園
が
眺
め
ら
れ
、

露
天
風
呂
も
温
泉
で
あ
る
。
刺
激

臭
は
な
く
滑
ら
か
な
湯
で
、
部
屋

数
が
少
な
い
た
め
大
浴
場
さ
え
ゆ

っ
た
り
と
で
き
、
心
ま
で
休
ま
っ

た
。
な
お
湯
上
が
り
に
は
、
無
料

の
ア
イ
ス
バ
ー
、
森
永
ピ
ノ
な
ど

の
プ
チ
ア
イ
ス
、
ヤ
ク
ル
ト
が
提

供
さ
れ
る
。

　

ロ
ビ
ー
の
横
に
は
大
型
の
生
け

簀
が
あ
っ
た
。
３
月
〜
５
月
の
献

立
は
、
前
菜
が
馬
刺
し
、
烏
賊
そ

う
め
ん
タ
ル
ト
、
旬
魚
の
藁
焼

き
、
海
苔
酢
ソ
ー
ス
、
桜
ヒ
レ
肉

の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
。
吸
物
が
蛤
真

薯
、
造
里
は
天
草
産
海
の
幸
・
四

点
盛
、
鍋
物
は
夏
目
漱
石
も
愛
し

た
牛
鍋
、
洋
皿
は
天
草
の
桜
鯛
、

緒
方
農
園
の
塩
ト
マ
ト
、
木
の
芽

味
噌
、
箸
休
は
十
割
そ
ば
、
揚
物

が
ホ
タ
ル
イ
カ
と
菜
花
の
コ
ロ
ッ

ケ
、
御
飯
は
熊
本
県
産
ヒ
ノ
ヒ
カ

リ
、
赤
出
汁
、
香
物
二
種
盛
、
水

菓
子
は
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
、
季
節
の

果
物
で
あ
っ
た
。

　

熊
本
と
い
う
土
地
柄
、
馬
肉
が

満
喫
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
料
理

長
・
磯
本
勇
斗
氏
の
季
節
感
溢
れ

る
手
の
込
ん
だ
繊
細
で
優
し
い
料

理
が
熊
本
へ
の
旅
を
飾
っ
て
く
れ

た
。

　

朝
食
も
豪
勢
で
、
オ
オ
ヤ
ブ
デ

イ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
の
ク
リ
ー
ミ
ー

な
の
に
さ
っ
ぱ
り
し
た
「
く
ま
も

と
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
も
提
供
さ
れ

た
。
同
フ
ァ
ー
ム
は
熊
本
県
合
志

市
の
農
家
で
、「
ガ
イ
ア
の
夜
明

け
」
や
「
青
空
レ
ス
ト
ラ
ン
」
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

【
西
区

前
田　

達
生
】

が
て
四
角
に
な
る
。
な
る
ほ
ど
！

感
動
の
一
瞬
だ
。
最
後
の
細
く
均

等
に
切
る
技
は
、
理
屈
は
わ
か
っ

て
も
や
は
り
難
し
い
。
最
後
に
打

ち
立
て
、
茹
で
た
て
の
蕎
麦
を
い

た
だ
い
て
解
散
。
あ
り
が
と
う
ご

12
月
３
日
、
阪
神
春
日
野
道
の

駅
の
近
く
で
そ
ば
打
ち
体
験
を
し

ま
し
た
。

　

さ
い
し
ょ
は
水
の
か
げ
ん
が
む

　

文
化
部
は

　

文
化
部
は
1212
月
３
日
、
中
央
区

月
３
日
、
中
央
区

内
で
毎
年
恒
例
の
そ
ば
打
ち
体
験

内
で
毎
年
恒
例
の
そ
ば
打
ち
体
験

企
画
を
開
催
。（
社
）
全
麺
協
講

企
画
を
開
催
。（
社
）
全
麺
協
講

師
陣
を
講
師
に
迎
え
、
会
員
や
家

師
陣
を
講
師
に
迎
え
、
会
員
や
家

族
ら
族
ら
3030
人
が
参
加
し
た
。
参
加
者

人
が
参
加
し
た
。
参
加
者

の
感
想
を
紹
介
す
る
。

の
感
想
を
紹
介
す
る
。

ず
か
し
く
て
、
あ
ま
り
う
ま
く
い

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
、
だ

ん
だ
ん
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

そ
ば
を
切
る
の
は
こ
わ
か
っ
た

で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
ゆ
び
が

切
れ
た
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。

　

し
ょ
し
ん
者
な
の
で
、
そ
ば
打

ち
が
下
手
で
す
。
だ
か
ら
そ
ば
打

ち
の
先
生
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

も
っ
と
う
ま
く
な
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

【
西
宮
市
・
藤
本
整
形
外
科
循
環

器
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
家
族

藤
本　

惠
伍
（
７
歳
）】

夕
食
の
馬
刺
し
、
烏
賊
そ
う
め
ん
タ
ル

ト
、
海
苔
酢
ソ
ー
ス
、
太
刀
魚
の
藁
焼

き
、
蛤
真
薯
、
天
草
産
造
里　
　
　
　

豪
勢
な
朝
食
。
オ
オ
ヤ
ブ
デ
イ
リ
ー

フ
ァ
ー
ム
の
「
く
ま
も
と
ヨ
ー
グ
ル

ト
」
も
提
供
さ
れ
る　
　
　
　
　
　
　

温泉湧出地：熊本県玉名市天水町小天8277-2
泉質：単純温泉（低張性、弱アルカリ性、低温泉）
泉温：32.5℃、湯量：300.3ℓ／分
100％源泉かけ流し式（２時間程度で入れ替わり）、循環なし
加水なし、加温、入浴剤等の添加なし、浴槽水の消毒なし
毎日、完全に湯を抜き清掃の上、消毒
pH：7.93、無色透明、無味無臭
ナトリウムイオン：50.6mg/kg
カリウムイオン：10.6mg/kg
カルシウムイオン：10.3mg/kg
塩素イオン：57.8mg/kg
硫酸イオン：17.5mg/kg
炭酸水素イオン：73.3mg/kg
メタケイ酸：67.9mg/kg
ラドン含有量：4.58×10-10Ci/kg
大浴場は15：00～22：00、７：00～９：30、個室露天風呂は24時間

前田達生前田達生のの
ほっこりほっこり
湯 宿 旅湯 宿 旅3535

熊本県熊本県玉玉
たまたま

名名
なな

市・市・小小
おお

天天
あまあま

温泉温泉

那那
なな

古古
ここ

井井
いい

館館
かんかん

（下）（下）

と
っ
て
も

お
い
し
か
っ
た

い
っ
て
き
ま
し
た
、

そ
ば
打
ち
体
験

もっと　　　　
うまくなりたい

感想文②

感想文③ 感想文①

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

日　時　 ２月３日（土）・４日（日）・11日（日）・18日（日）
会　場　 協会会議室　※各日程の13時～16時でご都合のよい時間帯（１時

間）をお選びください。事前予約制（各相談日の前の火曜日まで）
　　　　 １回・１時間5000円（医院経営研究会会員は年２回まで無料）

税経個別相談会税経個別相談会
日　時　２月11日（日）13時～16時　　会　場　協会６階会議室（Zoom併用）
講　師　松田力 税理士（協会税務講師団）
参加費　 1,000円（『保険医の経営と税務2024年版』資料代）
　　　　＊医院経営研究会会員は無料

　オンライン申し込みは、２月２日までに右二次元コードから、
　来場申し込みは、☎078－393－1807まで

青色（白色）確定申告研究会青色（白色）確定申告研究会

た
。

　

と
て
も
は
く
り
ょ
く
が
あ
っ
た

の
で
、
ま
た
行
き
た
い
で
す
。

【
西
宮
市
・
藤
本
整
形
外
科
循
環

器
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
家
族

藤
本　

佳
穂
（
９
歳
）】

文
化
部

文
化
部
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Silent love　

サ
イ
レ
ン
ト　

ラ
ブ

白岩一心

177

楽
は
、「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」「
風

の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
」「
千
と
千
尋

の
神
隠
し
」「
お
く
り
び
と
」
な

ど
で
有
名
な
久
石
譲
さ
ん
が
オ
リ

ジ
ナ
ル
楽
曲
を
手
掛
け
て
い
ま

す
。
主
題
歌
で
あ
る
、M

rs.
GREEN APPLE

に
よ
る
書
き
下

ろ
し
楽
曲
「
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
」

不
慮
の
事
故
で
視
力
を
失
っ
た
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
を
目
指
し
て
い
る
音

大
生
・
美
夏
と
運
命
的
な
出
会
い

を
果
た
し
ま
す
。

　

蒼
は
、
絶
望
の
淵
に
追
い
込
ま

れ
な
が
ら
も
、
ひ
た
す
ら
夢
を
あ

き
ら
め
な
い
美
夏
に
惹
か
れ
て
い

き
ま
す
。
蒼
は
、
美
夏
を
す
べ
て

の
危
険
か
ら
守
ろ
う
と
す
る
こ
と

に
懸
命
で
し
た
が
、
美
夏
に
思
い

を
伝
え
る
方
法
は
、
そ
っ
と
触
れ

る
人
差
し
指
と
ガ
ム
ラ
ン
ボ
ー
ル

の
音
色
だ
け
。
そ
ん
な
蒼
の
不
器

用
な
優
し
さ
が
、
よ
う
や
く
美
夏

の
心
に
届
き
は
じ
め
た
矢
先
、
運

命
の
渦
が
２
人
を
飲
み
込
ん
で
い

き
ま
す
。

　

か
な
り
個
性
的
な
内
田
監
督
の

世
界
に
は
、
理
解
し
が
た
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
令
和
の
時
代

に
、
ど
の
よ
う
な
純
愛
物
語
を
描

写
す
る
か
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

「
言
葉
が
氾
濫
す
る
時
代
に
、
極

端
な
ま
で
に
セ
リ
フ
の
な
い
映
画

を
作
り
た
い
」
と
い
う
思
い
が
出

発
点
だ
そ
う
で
す
。

　

視
力
を
失
っ
た
美
夏
を
、
映
画

「
君
の
膵
臓
を
食
べ
た
い
」
の
主

役
や
２
０
２
３
年
12
月
31
日
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
の
司
会
が
好
評

で
、
人
気
不
動
の
浜
辺
美
波
さ
ん

が
好
演
。
主
人
公
の
蒼
役
を
「
ナ

ミ
ヤ
雑
貨
店
の
奇
跡
」「
燃
え
よ

剣
」「
鋼
の
錬
金
術
師
」
な
ど
話

題
作
に
出
演
し
て
い
る
山
田
涼
介

さ
ん
が
熱
演
。

　

い
つ
の
時
代
も
恋
愛
映
画
は
興

味
深
い
も
の
で
す
が
、
現
在
の
貧

困
格
差
が
当
た
り
前
の
自
暴
自
棄

に
な
り
か
ね
な
い
と
き
だ
か
ら
こ

そ
、
切
な
く
繊
細
な
映
画
を
、
大

ス
ク
リ
ー
ン
で
鑑
賞
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

 【
赤
穂
郡
・
白
岩
歯
科
医
院
】

に
注
目
。「
世
界
で
い

ち
ば
ん
静
か
な
ラ
ブ
ス

ト
ー
リ
ー
」
が
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
出
来
事
を
き
っ

か
け
に
声
を
出
す
こ
と

を
自
ら
や
め
、
毎
日
を

た
だ
茫
然
と
生
き
て
い

る
だ
け
の
青
年
・
蒼
。

　

２
０
２
２
年
度
、
日
本
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
作
品
「
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
ス

ワ
ン
」
で
一
躍
脚
光
を
浴
び
た
、

内
田
英
治
監
督
最
新
話
題
作
を
紹

介
し
ま
す
。

　

内
田
さ
ん
が
、
監
督
・
原
案
・

脚
本
を
担
当
し
、
内
田
世
界
が
静

寂
の
中
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
音

Ⓒ
２
０
２
４
「
サ
イ
レ
ン
ト
ラ
ブ
」
製
作
委
員
会

員員 稿稿
会 投

員員 稿稿
会 投

豊
岡
市
の
高
齢
者

入
院
事
情
を
考
え
る

ガ
サ〔
ガ
ザ
〕入
れ
㊤

豊
岡
市　
　

谷
垣　

正
人

明
石
市　
　

永
本　
　

浩

　

新
年
早
々
で
す
が
、
昨
年
、
公

立
豊
岡
病
院
組
合
か
ら
日
高
医
療

セ
ン
タ
ー
を
病
院
か
ら
19
床
の
有

床
診
療
所
に
す
る
案
が
病
院
組
合

の
全
41
市
町
別
の
後
期
高
齢
者
の

受
診
率
で
、
横
軸
が
外
来
、
縦
軸

が
入
院
の
受
診
率
で
す
。
受
診
率

と
は
、
後
期
高
齢
者
１
０
０
人
当

た
り
、
年
間
何
件
入
院
ま
た
は
外

来
受
診
す
る
か
を
示
し
た
数
値
で

す
。
右
下
に
阪
神
間
や
姫
路
の
大

き
な
都
市
が
、
左
上
に
但
馬
や
丹

波
、
淡
路
の
市
町
が
プ
ロ
ッ
ト
さ

れ
、
全
体
と
し
て
逆
相
関
関
係

（
外
来
受
診
率
が
高
い
市
町
は
入

院
受
診
率
が
低
く
、
外
来
受
診
率

が
低
い
市
町
は
入
院
受
診
率
が
高

い
関
係
）
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
図
の
中
で
豊
岡
市
が
ど
こ

に
位
置
す
る
か
を
見
る
と
、
全
体

の
集
団
か
ら
か
な
り
離
れ
、
外
来

は
県
平
均
よ
り
少
し
低
い
だ
け
で

す
が
、
入
院
は
断
ト
ツ
で
最
下
位

で
す
。
豊
岡
市
の
高
齢
者
の
入
院

受
診
率
は
、
県
平
均
や
近
隣
の
養

父
市
や
朝
来
市
の
ほ
ぼ
３
分
の
２

と
極
め
て
低
く
、
豊
岡
市
の
高
齢

者
は
、
県
下
で
い
ち
ば
ん
、
し
か

も
２
位
以
下
を
大
き
く
引
き
離
し

て
入
院
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
開
業
医
が
入
院
の
必
要

が
あ
る
と
し
て
紹
介
し
た
患
者
さ

ん
も
、
な
か
な
か
入
院
で
き
ず
、

ま
た
入
院
で
き
て
も
す
ぐ
、「
次

の
患
者
さ
ん
が
待
っ
て
い
る
か

ら
」
と
退
院
さ
せ
ら
れ
た
り
、
転

院
先
を
見
つ
け
る
よ
う
迫
ら
れ
ま

す
。
医
師
会
な
ど
で
も
、
と
く
に

豊
岡
市
以
外
か
ら
来
ら
れ
た
医
師

か
ら
し
ば
し
ば
、「
豊
岡
病
院
の

入
院
の
敷
居
は
高
い
」
と
話
題
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
豊
岡
市
で
入

院
で
き
ず
ど
う
し
て
も
困
っ
た
患

者
さ
ん
は
、
丹
波
市
や
京
丹
後
市

な
ど
の
病
院
に
入
院
せ
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
。
丹
波
市
の
あ
る
病
院
で

は
、「
入
院
患
者
の
７
割
は
但
馬

か
ら
」
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
地
元
で
入
院
で
き
ず
遠
く
の

病
院
に
入
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん

が
、
但
馬
や
豊
岡
市
に
そ
れ
ほ
ど

多
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
数
年
前
神

戸
新
聞
に
、「
豊
岡
市
の
在
宅
死

亡
の
割
合
は
全
国
の
中
小
都
市
の

中
で
い
ち
ば
ん
高
い
」
と
大
々
的

に
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
豊
岡
市
の

在
宅
医
療
は
進
ん
で
い
る
と
い
う

内
容
の
記
事
で
し
た
が
、
本
当
に

そ
う
で
し
ょ
う
か
。

　

豊
岡
市
の
高
齢
者
が
タ
ー
ミ
ナ

ル
期
で
も
入
院
し
に
く
い
な
ら
、

在
宅
死
が
多
い
こ
と
も
説
明
が
つ

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
豊
岡
市

の
高
齢
者
の
入
院
が
少
な
い
と
い

う
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て

い
た
多
く
の
こ
と
に
関
連
し
て
い

ま
す
。

　

で
は
ど
う
す
べ
き
で
し
ょ
う

か
。
高
齢
者
の
入
院
の
敷
居
を
、

少
な
く
と
も
県
平
均
並
み
に
下
げ

る
べ
き
で
す
。
豊
岡
病
院
が
重
症

・
急
性
期
疾
患
の
病
院
と
す
る
な

ら
、
日
高
、
出
石
の
両
医
療
セ
ン

タ
ー
を
慢
性
疾
患
の
病
院
に
し
、

豊
岡
病
院
か
ら
も
必
要
な
医
師
を

派
遣
し
て
、
慢
性
疾
患
の
入
院
需

要
に
応
え
る
べ
き
で
す
。

　

「
そ
ん
な
医
師
の
余
裕
は
な

い
」
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
最
初
に
示
し
た
図
を
見
る

と
、
豊
岡
市
よ
り
医
師
数
の
少
な

い
市
町
も
含
め
て
他
の
す
べ
て
の

市
町
で
豊
岡
市
よ
り
高
い
高
齢
者

入
院
受
診
率
を
達
成
し
て
お
り
、

医
師
の
少
な
さ
を
理
由
に
は
で
き

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
現
在
提
出
さ
れ
て
い

る
病
院
組
合
の
案
は
、
日
高
医
療

セ
ン
タ
ー
を
病
院
か
ら
診
療
所
に

議
会
に
提
出
さ

れ
、
い
ま
議
論
さ

れ
て
い
ま
す
。
豊

岡
市
に
は
民
間
医

療
機
関
の
ベ
ッ
ド

は
少
な
い
の
で
、

日
高
医
療
セ
ン
タ

ー
の
ベ
ッ
ド
が
減

ら
さ
れ
る
と
さ
ら

に
入
院
が
困
難
に

な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
最
近
の
兵
庫

県
内
の
後
期
高
齢

者
医
療
の
受
診
率

を
調
べ
て
み
ま
し

た
。

　

図
は
、
２
０
２

０
年
度
の
兵
庫
県

　

警
察
は
業
界
用
語
と
し
て
倒
語

を
使
う
。「
種
」
↓
「
ネ
タ
」、

「
宿や

ど

」
↓
「
ド
ヤ
」、「
新
聞
」
↓

「
ブ
ン
シ
ン
」、「
場
所
」
↓
「
シ

ョ
バ
」、「
捜さ

が

す
」
↓
「
ガ
サ
入

れ
」
等
々
。
仕
事
仲
間
以
外
に
意

味
を
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
隠
語
を

使
う
。
同
様
に
わ
れ
わ
れ
医
者
は

ア
ウ
フ
（
入
院
）、
エ
ン
ト
（
退

院
）、
ム
ン
テ
ラ
等
、
ド
イ
ツ
語

由
来
の
言
葉
を
同
業
者
用
語
と
し

て
使
う
。

　

日
本
国
内
で
は
自
民
党
幹
部
へ

の
「
ガ
サ
」
入
れ
だ
が
海
外
で
は

「
ガ
ザ
」
入
り
。
パ
レ
ス
チ
ナ
問

題
で
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が
ガ
ザ
地
区

に
あ
る
と
さ
れ
る
イ
ス
ラ
ム
原
理

主
義
組
織
で
あ
る
反
イ
ス
ラ
エ
ル

組
織
（Hamas

）
の
地
下
壕
へ
侵

入
（
ガ
サ
入
れ
）
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
パ
レ
ス
チ
ナ
の
Ｇ
Ａ

Ｚ
Ａ
で
と
れ
る
良
質
の
綿
花
か
ら

作
る
綿
織
物
をGaze

（
ガ
ー
ゼ
）

（
ド
イ
ツ
語
）・gauze

（
英
語
）

と
い
い
、
医
療
で
は
創
傷
の
手
当

や
手
術
時
に
多
用
す
る
。
昔
か
ら

マ
ス
ク
も
ガ
ー
ゼ
と
い
う
水
分
を

よ
く
吸
収
し
て
皮
膚
に
刺
激
の
少

な
い
織
物
を
頻
繁
に
使
う
。
こ
の

ガ
ー
ゼ
の
語
源
は
Ｇ
Ａ
Ｚ
Ａ
地
区

の
木
綿
に
由
来
す
る
。

　

そ
れ
は
扨さ

て

置
き
、
国
内
の
ガ
サ

入
れ
は
検
察
。
東
京
地
検
特
捜
部

の
ガ
サ
入
れ
先
は
自
民
党
の
派

閥
、
就な

か
ん
づ
く中

、
安
倍
派
、
二
階
派
…

で
あ
る
。
特
に
安
倍
派
の
勢
力
拡

大
の
裏
に
は
巨
額
の
裏
金
が
使
わ

れ
た
よ
う
だ
。
無
償
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
手
弁
当
で
選
挙
を
手

伝
っ
て
く
れ
る
宗
教
団
体
や
パ
ー

券
に
よ
る
裏
金
は
選
挙
を
有
利
に

進
め
る
利
権
の
温
床
に
な
っ
て
い

る
。

　

永
く
続
い
た
安
倍
一
強
政
治
、

J.Acton

の
言
う
が
如
く
、
絶
対

権
力
は
絶
対
に
腐
敗
す
る
。
蓋け

だ

し

名
言
な
り
！　

さ
ら
に
岸
田
・
麻

生
・
安
倍
・
小
泉
等
も
セ
レ
ブ
一

家
の
３
世
・
４
世
で
あ
り
、
家
督

政
治
屋
で
あ
る
。

　

裕
福
な
政
治
家
の
世
襲
な
ら
、

一
般
庶
民
の
心
な
ど
理
解
で
き
る

は
ず
が
な
い
。
今
の
自
民
党
の
多

く
の
議
員
に
と
っ
て
平
家
物
語
の

「
驕お

ご

れ
る
者
も
久
し
か
ら
ず
」
の

心
境
で
あ
ろ
う
。
東
京
地
検
の
検

察
官
50
名
に
及
ぶ
大
規
模
捜
査
で

自
民
党
を
中
心
と
す
る
政
治
と
カ

ネ
の
宿
痾
か
ら
生
じ
る
大
量
の
膿

を
出
し
尽
く
し
て
も
ら
い
た
い
。

も
う
す
で
に
病

や
ま
い

膏こ
う

肓こ
う

に
入
り
、
政

権
与
党
な
ら
ぬ
政
権
悪4

党
と
言
え

る
。
ど
こ
ま
で
捜
査
が
及
ぶ
の

か
？　

願
わ
く
ば
日
本
か
ら
利
権

政
治
屋4

を
一
掃
し
て
も
ら
い
た

い
。 

（
次
号
に
つ
づ
く
）

員員 稿稿
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自
転
車
運
転
に
対
す
る

新
し
い
ル
ー
ル
と
罰
則
規
定

西
宮
市　
　

伊
賀　

幹
二

　

先
日
、
危
険
防
止
目
的
と
し
て

罰
則
は
な
い
が
自
転
車
の
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
が
推
奨
さ
れ
、
４
０
０

０
円
ま
で
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
へ

の
補
助
が
兵
庫
県
か
ら
発
表
さ
れ

た
。
加
え
て
、
イ
ヤ
フ
ォ
ン
装
着

で
の
自
転
車
運
転
に
対
し
て
警
告

を
行
う
と
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
が
あ

っ
た
。
傘
を
差
し
な
が
ら
の
片
手

で
の
自
転
車
運
転
は
以
前
か
ら
道

路
交
通
法
違
反
と
考
え
ら
れ
、
警

官
に
注
意
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

一
方
、
自
転
車
ス
マ
ホ
は
片
手

運
転
で
か
つ
前
方
を
見
な
い
で
の

運
転
で
あ
る
。
道
路
交
通
法
違
反

だ
が
、
西
宮
市
で
は
警
官
が
見
て

も
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う

だ
。
日
没
後
に
駅
周
辺
を
歩
い
て

み
た
ら
、
い
か
に
若
い
人
た
ち
の

自
転
車
ス
マ
ホ
運
転
が
多
い
か
を

実
感
で
き
る
。
暗
い
中
で
は
、
自

分
に
近
づ
い
て
く
る
ま
で
自
転
車

ス
マ
ホ
か
ど
う
か
の
判
断
は
で
き

な
い
の
で
と
て
も
危
険
で
あ
る
。

私
も
含
め
た
歩
行
者
が
追
突
さ
れ

て
彼
ら
自
身
が
加
害
者
に
な
る
可

能
性
は
高
い
。

　

イ
ヤ
フ
ォ
ン
装
着
に
よ
る
外
界

受診率：100人当たりの１年間の入院、外来受診件数

出典：「令和２年度　兵庫の医療保険　統計表　令和２年度兵庫の後期高齢者医療（データ）第５表市町別診療諸比率」
（https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf07/r02hyogo-iryohoken.html）

図　兵庫県の後期高齢者医療市町別受診率（2020年度）

特別金利キャンペーン実施中特別金利キャンペーン実施中!!

まずはお気軽にお問い合わせください。☎078－393－1805 融資部まで

京都銀行提携融資制度京都銀行提携融資制度融資部より

　協会と京都銀行の提
携融資制度は、期間限
定の特別金利キャンペ
ーンを実施していま
す。通常より年0.4％
優遇金利となります。
借り換えも可能、手数
料も通常より優遇して
いますので、ぜひご利
用ください。

※1000万円までは原則、担保不要
※歯科は＋0.2%、新長期プライムレート連動
※診療報酬振込口座の社保・国保いずれか片方指定

資金種類 利率 限度額
運転資金 1.075％ ➡ 0.675％ 1000万円

設備資金 1.075％ ➡ 0.675％ １億3000万円

新規開業資金 1.275％ ➡ 0.875％ 6000万円

子弟教育資金 1.275％ ➡ 0.875％ 3000万円

2024年１月１日現在

変
更
し
て
ベ
ッ
ド
を
減
ら
す
こ
と

で
、
い
ま
で
も
県
下
最
低
の
高
齢

者
の
入
院
率
を
さ
ら
に
下
げ
る
も

の
で
す
。
近
い
将
来
、
国
保
税
を

県
全
体
で
統
一
す
る
計
画
が
あ
る

そ
う
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
豊
岡

市
の
高
齢
者
は
、
県
下
で
い
ち
ば

ん
入
院
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
国
保
税
は
県
下
一
律
で
払
う

こ
と
を
強
い
ら
れ
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
今
回
の
日
高
医
療
セ
ン

タ
ー
整
備
計
画
見
直
し
案
の
再
考

を
強
く
求
め
ま
す
。

の
音
を
遮
断
し
て
の
運
転
で
あ
っ

て
も
、
雨
の
な
か
片
手
で
の
運
転

で
あ
っ
て
も
、
前
を
向
い
て
運
転

し
て
い
る
。
ス
マ
ホ
を
み
な
が
ら

前
を
向
か
な
い
で
片
手
で
運
転
し

て
い
る
の
と
は
、
ど
ち
ら
の
危
険

度
が
高
い
だ
ろ
う
か
？　

一
目
瞭

然
で
あ
る
。

　

こ
の
方
針
を
医
療
に
置
き
換
え

る
な
ら
、
毎
日
40
本
以
上
の
喫
煙

を
強
く
注
意
せ
ず
に
軽
度
の
高
脂

血
症
の
治
療
を
し
て
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
を
し
て
い
る
と
自
負
す

る
医
師
と
同
じ
で
あ
る
。

　

自
転
車
事
故
を
減
ら
す
と
い
う

目
的
で
は
、
よ
り
高
い
リ
ス
ク
を

集
中
的
に
抑
え
る
ほ
う
が
有
益
で

あ
る
。
ま
ず
一
番
危
険
な
自
転
車

ス
マ
ホ
を
さ
せ
な
い
と
い
う
こ
と

を
優
先
に
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
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大阪大学歯学部附属病院　病院長
大阪大学大学院歯学研究科　歯科保存学講座　教授 林　美加子先生講演

診療ガイドラインに沿ったう蝕治療
根面う蝕のマネジメントと歯髄保護

　このたび、日常臨床で遭遇するう
蝕治療のうち「根面う蝕」と「歯髄
保護」を取り上げて、私が策定に携
わっている「診療ガイドライン」に
収載される最新エビデンスに基づい
て解説した。

診療ガイドラインを
日常の臨床に活用する
　ある疾患の治療効果について、最
も信頼できる情報は「診療ガイドラ
イン」から得られる。わが国では日
本医療機能評価機構（Minds）が診
療ガイドラインの集約を行ってお
り、歯科・口腔領域でも多くの診療
ガイドラインが収載されている。そ
の中には、医療従事者向けと患者向
けの両方を発信しているものや、多
分野の学会が協働して作成している
ものもある。
　診療ガイドラインの質・信頼性担
保の観点からは、国際的な診療ガイ
ドラインの作成ツールGRADE
（Grading of Recommendations, 
Assessment , Deve lopment and 
Evaluation）に準拠して策定するこ
とは重要である。GRADE診療ガイ
ドライン作成での重要項目は、「エ
ビデンスの確実性」、「治療の相対
的、絶対的効果」、「益（効果）と害
（副作用）のバランス」、「患者の意
向」、「コストパフォーマンス」であ
る。ちなみに、今回の講演で取り上
げた二つの診療ガイドラインのいず
れもが、GRADEに基づいて作成し
ていることを強調したい。

根面う蝕の非切削でのマネジメント
　2022年10月に日本歯科保存学会か
ら発行された「根面う蝕の診療ガイ
ドライン―非切削でのマネジメン
ト」では、人生のステージで変化す
るう蝕リスクに対応し、非切削での
マネジメントを実現するためには、
一人ひとりの口腔状態を、う蝕が発
生しにくい環境に整える、いわゆる
バックグラウンド・ケアを実践する
ことが重要であり、かかりつけ歯科
医による定期的なチェックアップが
欠かせないことを強調した。
　本診療ガイドラインで取り上げた
クリニカル・クエスチョン（ＣＱ）
と、それぞれに対する推奨は以下の
とおりである。

CQ１　活動性根面う蝕の進行抑制
に、フッ化物配合歯磨剤とフッ化物
配合洗口剤を併用すべきか。
推奨：明らかなう蝕進行抑制効果が
あり、副作用はないものの、患者の
コンプライアンスが必要である。こ
れらを総合的に判断して「強い推
奨」とした。
CQ２　う蝕ハイリスク患者の活動
性根面う蝕の進行抑制に、高濃度フ
ッ化物配合歯磨剤（5,000ppmF）を
使用すべきか。
ａ：セルフケアできる場合、ｂ：セ
ルフケアできない場合
推奨：明らかなう蝕進行抑制効果が
あるが、5000ppmF歯磨剤は日本の
薬機法で認可されていないため、簡

単に入手できないことより、「弱い
推奨」となった。
CQ３　活動性根面う蝕の進行抑制
に、38％フッ化ジアンミン銀製剤を
塗布すべきか。
推奨：強いう蝕進行抑制効果がある
が、歯質が黒変することより、患者
および家族が了承された場合のみ、
条件付きでの「強い推奨」とした。

　一方、切削・修復治療が必要な局
面では、歯肉縁上で防湿が可能なう
窩にはコンポジットレジン修復が第
一選択であり、歯肉縁下で防湿が困
難なう窩には、マルチイオン徐放型
グラスアイオノマーセメントを推奨
している。

歯髄保存の診療ガイドライン策定
　近年の基礎および臨床研究におい
て、歯髄が生物活性と再生能力が高
い組織であることが明らかになって
きたことを背景に、世界的に歯髄保
護の概念が大きく変わりつつある。
　現在、日本歯科保存学会と日本歯
内療法学会が協働で「歯髄保護の診
療ガイドライン」を作成しており、
今回は、深在性う蝕の除去、暫間的
間接覆髄、直接覆髄、断髄に焦点を
当てて、最大限の歯髄保存について
世界的な情勢もふまえて探究した。
　現在、以下に挙げる四つのクリニ
カル・クエスチョン（ＣＱ）につい
て、まもなく学会から発信する予定
である。

CQ１　深在性う蝕に対するコンポ
ジットレジン修復に裏層は必要か？
CQ２　露髄の可能性のある深在性
う蝕に対して暫間的間接覆髄を行う
べきか？
CQ３　感染歯質除去後の露髄への
直接覆髄に、MTAと水酸化カルシウ
ム製剤のどちらを使用すべきか？
CQ４　う蝕により露髄した永久歯
の断髄に、MTAと水酸化カルシウム
製剤のどちらを使用すべきか？

　ＣＱ１および２では、「コンポジ
ットレジン修復に裏層が必要ない」
と「暫間的間接覆髄を行うべき」に
ついて、「強い推奨」でまとまる方
向で進んでいる。一方、ＣＱ３およ
びＣＱ４のMTAによる直接覆髄と
断髄について、いずれも良好な治療
成績が示されているものの、高価な
MTAが「コストパフォーマンス」
の観点で推奨に影響する可能性があ
る。
　う蝕予防は、人生の早い段階から
予防の習慣を定着させ、生涯にわた
って「健口」を維持するための入り
口である。また、MIコンセプトに
よるう蝕治療は、口腔疾患の重症化
予防の基本である。これらを十分に
視野に入れて、口から全身の健康を
守る役割を果たして参りたい。
（2023年10月１日、歯科定例研究会
より）

〒650-0026　神戸市中央区古湊通１丁目２番（ISRビル）
（業務案内）TEL 0120-366-761

アウトソーシング サポートISR

信頼・向上 そして社会貢献

社会保険労務士

I S R梨本
合同会社（LLC法人）

ISRパーソネル
株式会社

アイ・エス・アール
働き方改革策定
労働条件・ハラスメント

副業推進支援
人材紹介・リーダー育成

データセンター ISR
レセプト管理・情報デザイン

労働保険事務組合　経営者会議
概算確定・労災特別加入

ISR e-Sports
シニア躍動・企業健康経営

ISRサテライトオフィス
リモートワーク・ウェブ会議

ISRグループ 検索

〈会員限定〉参加できなかった研究会をDVDで

診療内容向上研究会診療内容向上研究会ほかほか講演録DVD講演録DVD
　協会研究部主催の診療内容向上研究会（診内研）、特別研究会、臨床医学
講座の講演DVD（下記）を作成しています。頒布価格はいずれも１枚1000円
（送料込）です。会員の先生方個人の視聴用のみにご利用ください。
ご注文は、☎：078－393－1840　研究部まで

※以前のDVDにつきましても研究部（☎078－393－1840）までお問い合わ
せください。
年 日程 種別 テーマ 講師

23
年

11月４日 薬科部研究会 ２型糖尿病治療薬の展開
～注射薬を中心に～

神戸大学医学部附属病院総合内
科診療科長　坂口一彦先生

10月21日 第602回診内研 非専門医のためのアルコール問題
の拾い上げと減酒指導のコツ

筑波大学健幸ライフスタイル開発研
究センターセンター長　吉本尚先生

９月16日 第601回診内研 その痛み、本当に「痛み止め」で解決できますか？
～エコーガイド下ファシアリリースの使い所～

諏訪中央病院リウマチ・膠原病
内科医長　須田万勢先生

８月19日 第600回診内研 ステロイド内服の副作用と効果
～実体験も交えて～

大阪公立大学大学院皮膚病態学
教授　鶴田大輔先生

７月29日 薬科部研究会 がん疼痛へのオピオイド鎮痛薬の
使い分け

神戸大学医学部附属病院　緩和支持
治療科特命教授院長　山口崇先生

７月22日 第599回診内研 臨床推論におけるキーフレーズと
ミミッカー

京都大学　大学院医学研究科　医療経
済学分野　博士課程　長野広之先生

６月10日 薬科部研究会 慢性の痛みと薬物療法の選択 愛知医科大学医学部　疼痛医学
講座教授　牛田享宏先生

６月３日 第598回診内研 小児科の９割はこれで解決！
～かぜ・胃腸炎の正しい診かた～ おかもと小児科　岡本光宏先生

５月20日 薬科部研究会 胃酸分泌抑制薬－その選択のコツ
と長期連用時の注意点

県立はりま姫路総合医療センタ
ー院長　木下芳一先生

５月13日 第597回診内研 不定愁訴にしない
―MUSの診方、器質的疾患との鑑別

京都大学医学教育・国際化推進
センター教授　片岡仁美先生

４月８日 第596回診内研 国内で遭遇する主な寄生虫症と熱
帯病治療薬研究班の活動

宮崎大学医学部　感染症学講座寄
生虫学分野教授　丸山治彦先生

３月11日 薬科部研究会 新時代を切り拓く片頭痛新規治療
のすべて

甲南加古川病院　脳神経内科　
部長　北村重和先生

２月18日 薬科部研究会 潰瘍性大腸炎の治療 神戸市立医療センター中央民病院
消化器内科　医長　井上聡子先生

１月21日 第593回診内研 炎症性腸疾患の最近の話題と病病
・病診連携

兵庫医科大学医学部消化器内科学
講座主任教授　新﨑信一郎先生
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テーマ  電子帳簿保存法の対応
－インボイス制度の対応を含めて－

日 時  2月10日（土） 午後6時～
会 場  三田市・キッピーモール6階会議室5
講 師 協会税務講師団 山田 英信税理士
※終了後、懇親会（きらく亭、会費8,000円）

「北摂・丹波支部」会員懇談会

テーマ  大丈夫ですか？電子帳簿保存法への対応
日 時  2月3日（土） 午後4時～
会 場  がんこ宝塚苑
講 師 協会税務講師団 山田 英信税理士
※終了後、懇親会（同会場、会費7,000円）

「北阪神支部」新春医院経営研究会
県下各地の行事

「淡路支部」ミニ勉強会
日 時  2月13日（火） 午後8時30分～
会 場    （リモートミーティング）
話題提供   粟田 哲司先生

今後の研究会・行事予定

「尼崎支部」第104回医療と福祉を考える会
テーマ  知って得する医療・福祉の役立つ制度
日 時  2月17日（土） 午後2時30分～
会 場   尼崎商工会議所 702会議室
講 師   神戸女子大学客員講師 阿江 善春先生

「北播支部」政策学習会
テーマ どうなる!?「医療DX」
日 時  2月21日（水） 午後8時～
会 場   小野市・加東市医師会館（オンライン併用）
講 師   協会理事長 西山 裕康先生

「神戸支部」研究会
テーマ  アルツハイマー病の早期診断と対応 

－疾患修飾薬の登場を見据えて－
日 時  2月17日（土） 午後3時～
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   兵庫医科大学病院脳神経内科教授 武田 正中先生

「淡路支部」会員懇談会
テーマ  スタッフのやる気を引き出す雇用管理

－職員採用、定着－
日 時  2月17日（土） 午後6時～
会 場   春夏秋冬いし井
講 師   特定社会保険労務士、トータル人事・労務オフィス代表

嶺山 洋子氏
※終了後、懇親会（同会場、会費13,000円）

歯科の行事
歯科訪問診療対策研究会
テーマ  歯科在宅新点数・介護報酬改定のポイント＆

歯科臨床談話会「はじめよう！歯科訪問診療」
日 時  3月31日（日） 午後2時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室
講 師   協会歯科社保講師団、宝塚市・芦田歯科医院院長

芦田 貴司先生

税務経営部　確定申告個別相談会
日 時   3月2日（土）、 3月3日（日）

午後1時～4時※事前予約制
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室
費 用  1万円～（相談内容により異なります）

税務経営部　税経個別相談会
日 時   2月3日（土）、4日（日）、11日（日）、18日（日）

午後1時～4時※事前予約制
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室
費 用  1回5,000円（医経研会員は年2回まで無料）

薬科部　研究会
テーマ  復習「過活動膀胱」
日 時  3月2日（土） 午後4時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室
講 師   医療法人信和会明和病院泌尿器科 善本 哲郎先生
来場定員  40人 参加費  1,000円（会員無料）

その他 研究会・セミナー

第606回診療内容向上研究会

全世代のてんかん、ふるえ、
意識障害：アップデート
日 時  2月17日（土）　午後5時～
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
講 師   広島大学大学院脳神経内科学助教 音成 秀一郎先生
来場定員   50人

※  現地参加は必ず事前にお申し込みください。
お申し込み後のキャンセルも、ご連絡をお願いいたします。

無 料

申し込み 右のURLまたは二次元コードからお申し込みください。
案内メールが送付されます。

https://x.gd/uDZm5 078-393-1820FAX

来場参加Zoom視聴のお申し込み

てんかんはあらゆる世代で発症する100人に１人のコモンな慢性の
脳疾患で、臨床の場を問わず関わることがあります。もし身近な人
がてんかんと診断されたら（あるいはてんかんを疑う症状を認めた
ら）何を確認すべきか、そのポイントを本講演で概説します。てん
かんは診断エラーが極めて多い領域であり、非専門医にとってもそ
の知識を備えておくメリットがあります。実際に「てんかんと診断
されている人の２－３割はてんかんではない」とされており、その
診断が覆ることはほとんどありません。オーバートリアージは不向
きであり、診断の確実性を共有する知識が求められています。後半
では各論として、不随意運動や意識障害の症候、また若い世代（特
にAYA世代）と高齢者でのてんかんに焦点をあてたピットフォー
ルを紹介します。急速に医療がアップデートされている中で、てん
かん領域でも病態の複雑化や多様化が進んでおり、本講演を通して
日常診療がアップデートされることを期待します。 【音成 記】

2
月
の
診
内
研

お申し込みは

Zoomによる視聴希望の方 ysng@doc-net.or.jp 事務局・吉永宛

078-393-1802FAX

歯科定例研究会

エンドを成功に導くためのエッセンス
日 時  2月4日（日）　午後2時～5時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師   代官山デンタルサロンエンドオフィス院長 歯内療法専門医 大森 さゆり先生
来場定員   80人

無 料

会 員

「第607回」
テーマ  COVID-19後遺症としての認知機能障害

－病態機序と治療の展望－
日 時  3月16日（土） 午後5時～
会 場 兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   岐阜大学大学院医学系研究科脳神経内科学分野教授

下畑 亨良先生
来場定員  50人

診療内容向上研究会

「歯初診」「外来環」「歯援診」「か強診」施設基準届出対応
歯科医院における医療安全管理対策
日 時  2月23日（金・祝）　午後2時～5時30分
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
講 師 兵庫医科大学医学部歯科口腔外科学講座 教授 野口一馬先生
定 員  80人　参加費   1,000円（受講証当日発行します）

兵庫県保険医協会歯科部会

078-393-1809 078-393-1802FAX☎お申し込み・　
お問い合わせは
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兵庫県保険医協会

元町駅から南徒歩10分兵庫県農業会館向かい
神戸市中央区海岸通１丁目２－３１　神戸フコク生命海岸通ビル

お問い合わせは 078－393－1801☎

兵庫県保険医協会
会　場

申し込み方法が明記されていない場合、メールの件名を研究会名にし、本文に①医療機関名②お名前③電話番
号－を記載の上、研究会前日までにhyogo-hok@doc-net.or.jpへ送信してください。案内メールを返信します。

Zoom視聴可能な行事の申し込み方法（協会会員のみ）

これからの研究会・行事のご案内

薬科部研究会

無 料

会 員

ポリファーマシーは、単に服用する薬剤数が多いこと（多剤服用）では
なく、それに関連して薬物有害事象や服薬アドヒアランス低下等の問題
につながる状態である。したがって、病態、生活機能、生活状況などを
総合的に評価して処方を適正化し、服薬管理まで一貫した対策をとるこ
とが求められ、医師と薬剤師を中心とする多職種が連携、協働すること
が何より重要である。ポリファーマシー対策の指針として、日本老年医
学会のガイドライン、厚労省の指針や業務手順書が策定され、さらに診
療報酬でも対策が点数化されるなど、まさに国を挙げてこの課題に取り
組んでいる。講演ではポリファーマシーの課題と対策、関係する指針に
ついて解説する。 【秋下 記】

日 時   2月10日（土）　午後4時～6時 
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師   東京大学大学院医学系研究科老年病学、

東京大学医学部附属病院老年病科 教授 秋下 雅弘先生
来場定員   40人※ 必ず事前にお申し込みいただき、キャンセルもご連絡をお願いします。
参加費  1,000円

高齢者のポリファーマシー対策

税務経営部

青色（白色）確定申告研究会
日 時  2月11日（日）　午後1時～4時
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室（オンライン併用）
講 師 協会税務講師団 松田 力税理士
参加費   1,000円（「保険医の経営と税務2024年版」資料代） 

※医経研会員は無料
※医院経営研究会未入会の方には、資料『保険医の経営と税務』を郵送で請求
書と合わせて医療機関にお送りします。２月２日（金）までにお申し込みください。

確定申告のシーズンが近づいてきました。未収入金・未払経費の計上や
棚卸、家事関連費の除去、減価償却など決算をし、確定申告の準備をし
ていかなければなりません。
本研究会では、決算・申告の基本的なポイントをお話しするとともに、
経費の「実額計算」と「診療報酬の所得計算の特例」（措置法）を例示
するなど、申告・節税について誤解がないかを検討します。税務調査に
備えてのポイントについても解説します。
「医業所得について自主申告したい」「今年度の申告に不安がある」と
お考えの先生・ご家族・スタッフの方は、申告に関するチェックの場と
してぜひご参加ください。

入会随時受付

申し込み https://tinyurl.com/2xxvsxx9

Zoom視聴のお申し込み
URLまたは二次元コードからお申し込みください。

078-393-1802FAX来場参加

受験対策セミナー

難関中学　医学部・歯学部受験
来年度入試の動向と各学年の対策

078-393-1802FAX

兵庫県保険医協会組織部 ☎078-393-1817 荒川まで
お問い合わせは

お申し込み

日 時 3月31日（日）　午後1時～ 会 場 兵庫県保険医協会 6階会議室
講 師  医学部受験MEP講師陣

無 料

女性医師・歯科医師の会　研究会

医療者が知っておくべき
LGBTQs（性的マイノリティ）の知識
日 時  2月29日（木）　午後6時～7時30分
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師   一般社団法人にじいろドクターズ代表理事 坂井 雄貴先生

※講師はオンラインでの講演となります

無 料

申し込み
URLまたは二次元コードからお申し込みください。

http://tinyurl.com/36sd3ujf

078-393-1820FAX来場参加

Zoom視聴のお申し込み

申し込み
URLまたは二次元コードからお申し込みください。

https://onl.tw/uKg3ute

078-393-1820FAX来場参加

Zoom視聴のお申し込み

無 料

第12回 院長のパートナーのみなさまのための懇談会

コミュニケーション力を高める
ミーティング
日 時  2月29日（木）　午後2時30分～4時30分
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室
講 師   永野整形外科クリニック（奈良県香芝市）ヘルプデスク、

（株）クリニックイノベーションサポート代表 永野 光氏
対 象  院長の「パートナー」のみなさま
定 員  30人

078-393-1807 078-393-1802FAX☎お申し込み・　
お問い合わせは

無 料
九条の会・兵庫県医師の会　講演会

「戦争の時代」？
九条を活かした平和外交の可能性
日 時  2月10日（土）　午後4時～
会 場  兵庫県保険医協会会議室（オンライン併用）
講 師   同志社大学大学院グローバル・スタディーズ研究科准教授

三牧 聖子先生

２年が経過しようとしているロシアによるウクライナ侵略に続き、パレ
スチナのガザではテロ攻撃を受けたイスラエルが「自衛」を掲げ、大規
模な軍事行動に乗り出すなど、世界各地で戦争が起きる時代に私たちは
直面しています。
ガザでは既に２万近くの市民が犠牲になっていますが（12月現在）、ア
メリカのバイデン政権は停戦を求める国連安保理決議に拒否権を行使
し、世界、そしてアメリカ国内に広まる即時停戦を求める声に背を向け
続けています。
全世界の国民が平和の内に生存する権利があると謳う日本国憲法前文・
九条を持つ日本に求められる立場や外交とはなにか。国際関係の専門家
である三牧聖子先生にお話をいただきます。ぜひ、ご参加ください。

申し込み
URLまたは二次元コードからお申し込みください。

http://tiny.cc/bs8ivz

078-393-1820FAX来場参加

Zoom視聴のお申し込み

①中学受験 午後1時～　「2024年度入試総括と伸び悩み対処法」

②医・歯学部受験 午後2時～　「2024年度入試概要と学年別学習のポイント」

③個別相談会 午後3時～　希望者のみ


